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機能説明の概要

L00-FMP40xxx-19-00-00-en-012

! 注意 ! 
この取扱説明書では、 レベル測定装置の設置および初期ス ター ト ア ッ プについて説明し ます。
本書には、 典型的な測定作業に必要な機能がすべて考慮されています。
さ らにレベルフ レ ッ ク ス M は、 測定点の最適化、 測定値の変換 と いった こ の取扱説明書には記
載されていない他の機能も備わっています。

機器のすべての機能の概要については 80 ページを参照し て く ださい。

機器のすべての機能の詳細については、「機能説明書 - BA 245F」 マニ ュ アルを参照し て く だ さ
い。 このマニュ アルは、 同梱の CD-ROM に格納されています。

取扱説明については、 ホームページ "www.endress.com" も参照し て く ださ い。
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本機器を安全にご使用いただ く ために
※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただきますよ うお願いします。

2) 本製品の操作は、 本書をよ く読んで内容を理解した後に行なってください。

3) 本書は、本製品に含まれる機能詳細を説明するものであ り、お客様の特定目的に適合するものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製するこ とは固くお断りいたします。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更するこ とがあ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意をもって作成しましたが、 もし不審な点や誤り、 記載もれなど

お気付きのこ とがあ り ましたら当社営業所 ・ サービスまたはお買い求めの代理店までご連絡くだ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御するシステムの保護・安全のため当該製品を取り扱う際には、 本

書の安全に関する指示事項に従ってください。 なお、 これらの指示事項に反する扱いをされた場合

は、 当社は安全性の保証をいたしません。

2) 本製品を、 安全に使用していただくため本書に使用するシンボルマークは下記の通りです。

この表示を無視して誤った取り扱いをする と、 死亡した り、 大けがをした りするほ

か、 爆発 ・火災を引き起こす恐れがあ り ます。

この表示を無視して誤った取り扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視して誤った取り扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示しています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 してはいけない行為 （禁止事項） を示しています。

の中や近くに具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずしてほしい行為を示しています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用している場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれてください。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・工場電気設備防爆指針」 に示される爆発性ガス ・蒸気の発生する危険雰囲気でも使用できる

機器がございます （0 種場所、 1種場所および 2種場所に設置）。 設置する場所に応じて、 本質安全

防爆構造 ・耐圧防爆構造あるいは特殊防爆構造の機器を選定して頂きご使用ください。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・配線 ・配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加えられており ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行ってください。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員と技術員および取り扱いに関わるすべての関

係者の健康と安全に対する危険性を回避するために、 適正な洗浄を行なってください。

返却時には必ず添付 「洗浄証明書」 に記入していただき、 この証明書と製品を必ず一緒にお送り く

ださい。

必要事項を記入して頂かない限り、 ご依頼をお受けするこ とができません。

また返却の際、 弊社従業員あるいは技術員と必ず事前に打ち合わせの上、 返却をしてください。

危険

警告

注意
エン ド レスハウザー ジャパン i
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Because of legal regulations and for the safety of our employees and operating equipment, we need the "Declaration of Hazardous Materi
and De-Contamination", with your signature, before your order can be handled. Please make absolutely sure to attach it to the outside of
packaging.

Serial number

_____________________
Type of instrument / sensor

____________________________________________

Process data/ Temperature _____ [°F] [°C]

Conductivity / ________

_____/

[μS/cm]

Pressure _____ [psi] [

Viscosity _____ [cp] [m

_____

_____

/

/

corrosive harmother *toxic

Process
medium

Identification
CAS No.

flammable
harmful/
irritantMedium /concentration

Returned part
cleaned with

Medium for
process cleaning

Medium and warnings

* explosive; oxidising; dangerous for the environment; biological risk; radioac
*

Please tick should one of the above be applicable, include safety data sheet and, if necessary, special handling instructions.

Description of failure / ______________________________________________________________________

__________________________________________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________________________________________

“We hereby certify that this declaration is filled out truthfully and completely to the best of our knowledge.We further certify that the ret
parts have been carefully cleaned. To the best of our knowledge they are free of any residues in dangerous quantities.”

(place, date /

Company data /

Company /

_________________________________________________

Address /

_________________________________________________

_________________________________________________

Phone number of contact person /

_________________________________________

Fax / E-Mail _________________________________________

Your order No. / _________________________

Used as SIL device in a Safety Instrumented System /

RA No.

Declaration of Hazardous Material and De-Contamination

Please reference the Return Authorization Number (RA#), obtained from Endress+Hauser, on all paperwork and mark
clearly on the outside of the box. If this procedure is not followed, it may result in the refusal of the package at our fa

Name, dept./ Signature /

E+H (RA#)

/

SIL

/ /
*

* ; ; ; ; 

)
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1 安全注意事項

1.1 使用目的

レベルフ レ ッ ク ス M  は、 粉粒体および液体の連続的な、 非接触レベル測定を目的 とする コ ンパ
ク ト なレベル伝送器です。測定原理は、ガイ ド レーダーレベル計／TDR：Time Domain Reflectometry
（時間領域反射率測定法） です。

1.2 設置、 設定、 操作

レベルフ レ ッ ク ス M は、現在の技術的な安全基準および EU 基準に添って設計されています。た
だし、 間違って設置し た り 、 本来の使用目的でない用途で使用し た場合は、 間違った設置や調整
によ るオーバーフ ローなどの危険が発生する可能性があ り ます。 こ のため、 機器は本取扱説明書
の指示に従って設置、 接続、 操作および保守を行なわなければな り ません。 作業従事者は、 許可
され、 適切な資格がなければな り ません。 機能説明書を よ く 読んで理解し、 これに従わなければ
な り ません。 本マニュ アルで認めている場合以外には、 この機器の改造や修理は行なわないで下
さい。

1.3 操作と プロセスの安全性

本機器で校正や試験、 メ ンテナン ス を行 う 際の操作と プロセスの安全性を確保する ためには、 代
替的なモニタ リ ング測定を行 う 必要があ り ます。

防爆エ リ アでの使用

防爆エ リ アでの測定システムに使用については、 本取扱説明書の重要な部分であ る、 個別の 「防
爆資料」 に記載されています。 設置説明に必ず準拠し、 この補足資料で述べられている等級は必
須事項です。

• 作業従事者全員に適切な資格があ る こ と を確認し て く ださ い。

• 国および地方の法規だけでな く 証明書の仕様も遵守し て く ださ い。



レベルフ レ ッ ク ス M FMP 41C 4 ～ 20 mA HART 安全注意事項

エン ド レスハウザー ジャパン 5

1.4 安全規約および記号に関する注記

この取扱説明書で、 安全に関する事項および代替操作手順を強調表示する ために次の規約が使用
され、 それぞれページの余白に対応する記号で示されています。

安全に関する表記規則

#
危険！
危険は、 適切に行わなければ人体の損傷、 安全を損な う 事故、 あ るいは機器の損傷を招

く 操作または手順を示し ます。

"
警告！
警告は、 適切に行わなければ人体の損傷、 あ るいは機器の誤動作を招 く 操作または手順

を示し ます。

!
注意 !
注意は、 適切に行わなければ操作への間接的悪影響、 あ るいは機器の予測を超えた動作

につながる操作または手順を示し ます。

爆発防止

0
防爆認定機器
レベルフ レ ッ ク スの銘板上にこの記号が彫られている場合は、 防爆エ リ アに設置でき る

こ と を示し ています。

-
爆発危険区域
図面で使用されている記号は爆発危険区域を示し ています。 " 爆発危険区域 " に設置さ

れる機器およびそれらの機器の配線は、 規定された防爆認定に準拠し ていなければな り

ません。

.
安全な区域（爆発の危険のない区域）
図面で使用されている記号は、 必要な場合、 危険がない区域を示し ています。 機器が安

全な区域に設置されていて も、 機器の出力が爆発危険区域で動作する場合は、 防爆認定

を受けていなければな り ません。

電気シンボル

% 直流電圧
直流電流または直流電圧が適用されている端子、 または供給されている端子

& 交流電圧
交流電流 （正弦波） または交流電圧が適用されている端子、 または供給されている端子

) 接地端子
オペレータに関する限 り 、 既に接地系統によ って接地 （アース） された端子

* 保護用接地線接続
他の装置への接続が行われる前にアース接地されていなければな ら ない端子

+
等電位接続（アース結合）
工場の接地系統に接続する必要があ る接続部。 この接続部の例と し てはス ター状の接地

系統の中性線などがあ り ますが、 これはそれぞれの国や会社の方式で異な り ます。

接続ケーブルの温度耐性
接続ケーブルが少な く と も 85 ℃の温度に耐え る必要があ る と い う 状態

安全注意事項
安全注意事項については該当するバージ ョ ンのマニュ アルを参照し て く ださい。

t >85°C
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2 各部の名称

2.1 機器の名称

2.1.1 型式銘板

機器の型式銘板には、 以下の技術データが示されています ：

L00-FMP4xxxx-18-00-00-en-001

レベルフ レ ッ クス M FMP 41 C の銘板情報 （例）

2.1.2 型式

この表には相互に排他的なオプシ ョ ンは含まれていません。

Made�in�Germany�
D-79689�Maulburg�

Dat./Insp.:�

OrderCode:�

IP68/NEMA�6P�Ser�.-No.:�

4-wire�

ENDRESS+HAUSER�

t>85˚C�T�A�>70˚C:�

D01301-A�

ifmodification�
seesep.label�X=� Patents�

LEVELFLEX-M�

90…253V� AC3,5V�A�
10,5…32VDC1W�
16…3VDC0,8W�

ProfibusP�A�
FoundationFieldbus�

LN=PN=�

4…20mA� HART� 2-wire�

94/9/EC

10 認定
A 非防爆

F 非防爆 + WHG

1 ATEX II 1/2G Ex ia IIC T6
安全注意事項 （XA） をご確認 く だ さい。 （帯電に注意） ！

3 ATEX II 2G Ex em (ia) IIC T6
安全注意事項 （XA） をご確認 く だ さい。 （帯電に注意） ！

5 ATEX II 1/2G Ex ia IIC T6、 ATEX II 1/3D
安全注意事項 （XA） をご確認 く だ さい。 （帯電に注意） ！

6 ATEX II 1/2G Ex ia IIC T6、 WHG
安全注意事項 （XA） をご確認 く だ さい。 （帯電に注意） ！

7 ATEX II 1/2G Ex d (ia) IIC T6
安全注意事項 （XA） をご確認 く だ さい。 （帯電に注意） ！

8 ATEX II 1/2G Ex ia IIC T6、 ATEX II 1/3D、 WHG
安全注意事項 （XA） をご確認 く だ さい。 （帯電に注意） ！

G ATEX II 3G Ex nA II T6

C NEPSI Ex emb (ia) IIC T6

I NEPSI Ex ia IIC T6

J NEPSI Ex d (ia) IIC T6

Q NEPSI DIP（準備中）

R NEPSI Ex nA II T6

S FM IS Cl.I,II,III Div.1 Gr.A-G N.I.、 zone 0, 1, 2

T FM XP Cl.I,II,III Div.1 Gr.A-G、 zone 1, 2

N CSA 一般仕様

U CSA IS Cl.I,II,III Div.1 Gr.A-D、 G + 炭塵、 N.I.、 zone 0, 1, 2

V CSA XP Cl.I,II,III Div.1 Gr.A-D、 G + 炭塵、 N.I.、 zone 1, 2

K TIIS Ex ia IIC T4（準備中）

L TIIS Ex d (ia) IIC T4

Y 特殊、 TSP 番号（要問合せ）
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20 プローブ
A mm LN 指定、ロープ、150 mm、セン タ リ ング ロ ッ ド を含む、PFA >SUS 316 相当、ノ ズル高最大 150 mm

B mm LN 指定、ロープ、300 mm、セン タ リ ング ロ ッ ド を含む、PFA >SUS 316 相当、ノ ズル高最大 300 mm

C mm LN 指定、ロープ、450 mm、セン タ リ ング ロ ッ ド を含む、PFA >SUS 316 相当、ノ ズル高最大 450 mm

D イ ンチ LN 指定（0.1 in）、ロープ、6"、セン タ リ ング ロ ッ ド を含む、PFA >SUS 316 相当、ノ ズル高最大 6"

E イ ンチ LN 指定 （0.1 in）、 ロープ、 12"、 セン タ リ ング ロ ッ ド を含む、 PFA >SUS 316 相当、
ノ ズル高最大 12"

G イ ンチ LN 指定 （0.1 in）、 ロープ、 18"、 セン タ リ ング ロ ッ ド を含む、 PFA >SUS 316 相当、
ノ ズル高最大 18"

K mm LN 指定、 ロ ッ ド、 PFA >SUS 316L 相当

M イ ンチ LN 指定 （0.1 in）、 ロ ッ ド、 PFA >SUS 316L 相当

Y 特殊、 TSP 番号 （要問合せ）

30 プロセス接続
AEK 1-1/2" 150lbs、 PTFE >316/316L フ ラ ンジ ANSI B16.5

AFK 2" 150lbs、 PTFE >316/316L フ ラ ンジ ANSI B16.5

AGK 3" 150lbs、 PTFE >316/316L フ ラ ンジ ANSI B16.5

AHK 4" 150lbs、 PTFE >316/316L フ ラ ンジ ANSI B16.5

AJK 6" 150lbs、 PTFE >316/316L フ ラ ンジ ANSI B16.5

AQK 1-1/2" 300lbs、 PTFE >316/316L フ ラ ンジ ANSI B16.5

ARK 2" 300lbs、 PTFE >316/316L フ ラ ンジ ANSI B16.5

ASK 3" 300lbs、 PTFE >316/316L フ ラ ンジ ANSI B16.5

ATK 4" 300lbs、 PTFE >316/316L フ ラ ンジ ANSI B16.5

CEK DN40 PN16-40、 PTFE >SUS 316L 相当フ ラ ンジ EN1092-1 （DIN2527 C）

CFK DN50 PN10-40、 PTFE >SUS 316L 相当フ ラ ンジ EN1092-1 （DIN2527 C）

CGK DN80 PN10/16、 PTFE >SUS 316L 相当フ ラ ンジ EN1092-1 （DIN2527 C）

CHK DN100 PN10/16、 PTFE >SUS 316L 相当フ ラ ンジ EN1092-1 （DIN2527 C）

CJK DN150 PN10/16、 PTFE >SUS 316L 相当フ ラ ンジ EN1092-1 （DIN2527 C）

CSK DN80 PN25/40、 PTFE >SUS 316L 相当フ ラ ンジ EN1092-1 （DIN2527 C）

CTK DN100 PN25/40、 PTFE >SUS 316L 相当フ ラ ンジ EN1092-1 （DIN2527 C）

KEK 10K 40A、 PTFE >SUS 316L 相当フ ラ ンジ JIS B2220

KFK 10K 50A、 PTFE >SUS 316L 相当フ ラ ンジ JIS B2220

KGK 10K 80A、 PTFE >SUS 316L 相当フ ラ ンジ JIS B2220

KHK 10K 100A、 PTFE >SUS 316L 相当フ ラ ンジ JIS B2220

MRK DIN11851 DN50 PN40 溝付ナッ ト 、 PTFE >SUS 316L 相当

TCK ト リ ク ラ ンプ ISO2852 1-1/2"、 PTFE >SUS 316L 相当

TDK ト リ ク ラ ンプ ISO2852 2"、 PTFE >SUS 316L 相当

TFK ト リ ク ラ ンプ ISO2852 3"、 PTFE >SUS 316L 相当

TJK ト リ ク ラ ンプ ISO2852 1-1/2"、 PTFE >SUS 316L 相当、 3A EHEDG

TLK ト リ ク ラ ンプ ISO2852 2"、 PTFE >SUS 316L 相当、 3A EHEDG

TNK ト リ ク ラ ンプ ISO2852 3"、 PTFE >SUS 316L 相当、 3A EHEDG

YY9 特殊、 TSP 番号 （要問合せ）

40 電源供給 / 出力
B 2 線、 4-20mA SIL HART

D 2 線、 PROFIBUS-PA

F 2 線、 FOUNDATION Fieldbus

G 4 線 AC 90-250V ； 4-20mA SIL HART

H 4 線 DC 10.5-32V ； 4-20mA SIL HART

K 2 線 ； 4-20mA HART、 界面計測

Y 特殊、 TSP 番号 （要問合せ）

50 操作
1 表示デ ィ スプレ イ な し （通信経由）

2 表示デ ィ スプレ イ VU 331 （4 行、 文字 ・ 数字表示デ ィ スプレ イ）、 本体デ ィ スプレ イ
上の反射波形表示

3 FHX 40 取 り 付け用 （分離型デ ィ スプレ イ FHX 40 はア ク セサ リ 参照）

9 特殊、 TSP 番号 （要問合せ）

60 プローブ型
1 一体型 （標準）

3 電子部分離型、 3 m ケーブル、 上部口

4 電子部分離型、 3 m ケーブル、 側面口

9 特殊、 TSP 番号 （要問合せ）
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1) OVP = 過電圧保護

70 ハウジング
A アル ミ ニウ ム F12 ハウ ジング、 塗装、 IP68 NEMA6P

B SUS 316L 相当 F23 ハウ ジング、 IP68 NEMA6P

C T12 アル ミ ニウ ム、 塗装済み、 IP68 NEMA6P、 分割端子コ ンパー ト メ ン ト

D T12 アル ミ ニウ ム、塗装済み IP68 NEMA6P + OVP1)、分割端子コ ンパー ト メ ン ト

Y 特殊、 TSP 番号 （要問合せ）

80 電線管口
2 水防栓 M20 （EExd > ネジ M20）

3 ネジ G1/2

4 ネジ NPT1/2

5 プラ グ M12

6 プラ グ 7/8"

9 特殊、 TSP 番号 （要問合せ）

90 追加オプション
A 基本バージ ョ ン

C EN10204-3.1 接ガス部 （316/316L 接ガス部） 材料証明

H 5 点 リ ニア リ テ ィ プロ ト コル （追加仕様参照）

K 5 点、 3.1、 接ガス部、 5 点 リ ニア リ テ ィ プロ ト コル （追加仕様参照） 
EN10204-3.1 接ガス部 （316/316L 接ガス部） 材料証明

Y 特殊、 TSP 番号 （要問合せ）

995 マーキング
1 タ グ （TAG） （追加仕様参照）

2 バス ア ド レ ス （追加仕様参照）

FMP41C- オーダーコー ド （全仕様完了）



レベルフ レ ッ ク ス M FMP 41C 4 ～ 20 mA HART 各部の名称

エン ド レスハウザー ジャパン 9

2.2 納入範囲

" 警告 ! 
「輸送、 受入、 保管」 （→ 10 ページ） で説明されている測定機器の開梱、 輸送および保管に関す
る指示に従 う こ と が重要です。

納入範囲の構成は、 以下の とお り です ：
• 組立済みの機器

• ア ク セサ リ （→ 61 ページ）

• 付属 CD-ROM に含まれたエン ド レ スハウザー社オペレーテ ィ ング ソ フ ト ウ ェ ア

• 簡易取扱説明書 KA189F （基本設定／ ト ラブルシューテ ィ ング） ： 機器の中に保管

• 短時間で設定を行 う ための簡易取扱説明書 KA1041F

• 認定資料 ： 取扱説明書に添付されていない場合

• 以下をはじめ と し たその他の文書を含む CD-ROM

- 技術仕様書
- 取扱説明書
- 機能説明書

2.3 証明と認定

CE マーク、適合宣言
本機器は、 最新の安全基準に適合する よ う に設計されてお り 、 テス ト され、 安全に動作する状況
で工場に設置されます。 本機器は、 EC 適合宣言に記載の、 該当する規格および規定に準拠し て
お り 、 し たがって、 EC 指令の法的要件を遵守し ています。 エン ド レ スハウザー社では、 本機器
が試験に合格し ている こ と を、 CE マーク を付けて証明し ています。

2.4 登録商標

KALREZ®、 VITON®、 TEFLON®

E.I. Du Pont de Nemours & Co. （Wilmington、 USA） の登録商標。

TRI-CLAMP®

Ladish & Co., Inc. （Kenosha、 USA） の登録商標。

HART®

HART Communication Foundation （Austin、 USA） の登録商標。

PulseMaster®

Endress+Hauser GmbH+Co. （Maulburg、 Germany） の登録商標。
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3 設置

3.1 輸送、 受入、 保管

3.1.1 受入

損傷の兆候がないかど う か、 パッ キング と中身を確認し て く ださい。
荷をチェ ッ ク し、 不足品が無いこ と、 納入物が注文 と一致し ている こ と を確認し ます。

3.1.2  輸送

" 警告 ! 
18 kg を超える機器の安全注意事項および輸送条件に従って く ださ い。
輸送時にプローブロ ッ ド部分で測定機器を持ち上げないで く ださい。

3.1.3  保管

保管および輸送時の衝撃から保護するために、 測定機器を梱包し て く ださい。
それには、 オ リ ジナルの梱包材を使用する と最適に保護でき ます。
許容保管温度は、 -40 ℃～＋ 80 ℃です。
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3.2 設置状況

3.2.1 寸法

ハウジング寸法

L00-F12xxxx-06-00-00-en-001

L00-T12xxxx-06-00-00-en-001

L00-F23xxxx-06-00-00-en-001
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プローブのプロセス接続

L00-FMP41xxx-06-00-00-en-001
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3.3 設置

3.3.1 設置に際し て必要な工具

設置には以下の工具が必要です。
• フ ラ ンジ取付用工具

• 4 mm （0.1"） のアレ ンレ ンチ （ハウジングの回転用）

3.3.2 プローブの設置

" 警告 ! 
製品から静電放電が生じ るおそれがあ る場合には、 プローブをサイ ロへ下げる前に、 プロセス接
続と ローププローブを接地する必要があ り ます。

3.3.3 一般的な設置説明

通常はロ ッ ド プローブをご使用 く だ さ い。 測定レ ンジが 4m を超え る場合や上部の空間が狭 く 、
ま っすぐ固定されたプローブを使用でき ない場合はローププローブをご使用 く ださい。

プローブの挿入
• ローププローブを解いてサイ ロへゆっ く り

と慎重に下ろ し ます。
• ローププローブにねじれを生じ させないで

く ださい。
• ローププローブ、 またはサイ ロの取付部が

損傷するおそれがあ る ため、 緩まないよ う
にし て く ださい。

! 注意 ! 
プ ローブフ ラ ン ジ と プ ロ セ ス フ ラ ン ジ を適切
に電気接続する ため、必ず塗装されていない金
属性のボル ト を使用し て く ださい。

L00-FMP4xxxx-17-00-00-en-056

取付位置
• 負荷を避け、 耐久性を保つために、 充填口

および排出口からでき る限 り 離し て く ださ
い （2）。

• 金属およびプラ スチ ッ クサイ ロの場合は、

プローブが壁に触れていない と確認でき る
距離まで、 壁に近づける こ と ができ ます
（溶接部等も存在せず、 平滑な壁面の場合は
最小距離 B>100mm）。

• 内部構造物から離し て ロ ッ ド またはロープ

プローブを設置し て く ださい。 300 mm 以内
の場合には、 初期調整時に必ず " マ ッ ピン
グ " を実施し て く ださい。

• プローブの終端と サイ ロの底からの最低距

離 （C） は以下です。
- ロープ ： 150 mm
- ロ ッ ド ： 50 mm

• 屋外に設置する場合は、 日よけカバー （1）

（ア ク セサ リ  → 61 ページ） を付けて く ださ
い。

L00-FMP4xxxx-17-00-00-xx-007

B

C

1 2
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タ ン クの壁までのプローブの最小距離 B ：

プローブ と タ ン ク壁が接触し ない限 り 、 壁からの距離は限定されません。

! 注意 ! 
• プラ スチッ ク タ ン ク内に設置する場合、 タ ン ク の外側を含めプローブから 300 mm 以内に移動

する金属物体、 人等の構造物が入ら ないよ う にする必要があ り ます。
• タ ン ク壁に近い設置をする場合､タ ン ク壁には高粘度液も し く はス ラ リ ー液等によ る付着形成

があってはな り ません。

その他の設置
• 内部構造物 （3） （例えば リ ミ ッ ト ス イ ッチ、

支柱など） までの距離が、 動作中はプロー
ブ全長に渡って 300 mm 以上にな る よ う に設
置位置を選択し て く ださい。

• プローブは測定スパン内になければな ら な

く 、 なおかつ動作中にプローブが内部構造
物に触れてはな り ません。

活用できるオプション
• ノ イ ズ反射の除去機能 ： ノ イ ズ反射の除去

機能を使 う こ と によ り 計測を最高の状態に
近づける こ と ができ ます。

L00-FMP41Cxx-17-00-00-xx-001

3
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プローブの設置タ イプ

• プラ スチ ッ ク タ ン ク に取 り 付ける場合、 ノ ズルは少な く と も 50 mm （2"） 以上でなければな り

ません。 接続用に適切なフ ラ ンジを使用する必要があ り ます。
• ノ ズルの高さ が 450 mm 以下でローププローブを使用する場合は、 ノ ズル高さに適し た長さの

セン タ リ ング ロ ッ ド を選択し て く ださい。
• スプ リ ングワ ッ シ ャ （1） を使用し ます （下図を参照）。

!注意 ! 
プロセス温度と圧力に応じ て、 定期的にフ ラ ンジボル ト を増し締めし て く ださ い。
推奨 ト ルク ： 60 ～ 100 Nm

• 設置後は機器本体デ ィ スプレ イ端子室へのア ク セスが容易に行え る よ う 、 ハウジングは 350°
回転可能です。

L00-FMP41Cxx-17-00-00-en-005

! 注意 ! 
FMP41C のプロセスシールには、 PTFE 被膜が使用されています。 通常、 他のシールは必要あ り
ません。 

ユニバーサルアダプタ （アダプタ 43 mm 用溶接ボス → 61 ページ） 用溶接ボスに FMP 41 C を設
置する場合、 5 ～ 10 Nm の ト ルク でナッ ト を締め付ける必要があ り ます。

振れ対策のためのプローブ支持

WHG 認証の場合 ：
プローブ長さ ≥ 3 m の場合、 サポー ト が必要と な り ます （図を参照）。

L00-FMP4xxxx-17-00-00-en-065

1

<_ “

Ø
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3.3.4 特記事項

攪拌タ ン ク に取 り 付ける場合、 ロ ッ ド プローブの横方向耐荷重をご確認 く ださい。 特に攪拌によ
り プローブに大き な物理的な応力が加わる場合は、 超音波やレーダー等の非接触タ イプが適する
場合も あ り ます。

枕型タンクおよび縦型タンクでの設置
• 4 m 以内の測定レ ンジにはロ ッ ド プローブを

ご使用 く ださい。 これ以外の場合、 も し く
はフ リ ースペースがた く さ んあ る場合は、
4 mm ローププローブをご使用 く ださい。

• 接触する よ う な こ と がない限 り 、 壁面と の

距離は任意です。

L00-FMP4xxxx-17-00-00-yy-049

内筒管または外筒管への取り付け
• ロ ッ ドおよびローププローブは、 （内筒管や

外筒管などの） パイプ内に取 り 付ける こ と
ができ ます。

• 150 mm （6"） 以内の金属パイプに取 り 付け

る場合、 測定感度が上が り 比誘電率 1.4 以上
の液体を測定ができ ます。

• ロ ッ ド プローブを使用する場合は、 プロー

ブの長さは下側の排出口よ り も 100 mm 長 く
なければな り ません。

• 内側に最大で約 5 mm （0.2"） 突き出し てい

る溶接接合部分に関し ては、 測定には影響
を及ぼしせん。

L00-FMP4xxxx-17-00-00-yy-023
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3.3.5 特殊な設置状況に関する注意

プ ラスチ ッ ク容器内での設置

測定原理の " ガイ ド レーダーレベル計 " はプロセス接続の面が金属製であ る必要があ る点に注意
し て く ださい ! ロ ッ ド プローブまたはローププローブを、 天面にプラ スチッ ク または木材を用い
たプラ スチッ ク製のサイ ロに設置する際には、 ≥ DN50 （2"） の メ タ リ ッ ク フ ラ ンジ、 または直径
≥ 200 mm の メ タルシー ト を取 り 付け、 その上にプローブを設置し て く ださい。

L00-FMP4xxxx-17-00-00-en-018

斜めの取付
• 機械的理由によ り 、 プローブはでき るだけ

液面と垂直に取 り 付けて く ださい。
• 斜めに取 り 付ける場合、 設置角度によ って

プローブの長さ を調整し なければな り ませ
ん。
- 1 m まで : 30°
- 2 m まで : 10°
- 4 m まで : 5°

L00-FMP4xIxx-17-00-00-en-048

< 15 mm
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3.3.6 プロセス接続部上部のク リ アラ ンスがない場合の設置

電子部分離型による設置

• 壁用ブラ ケ ッ ト およびパイプ用ブラ ケ ッ ト は納入範囲に含まれてお り 、 出荷時に取付け られ

ています。
• 13 ページの設置説明に従って く ださい。

• 図のよ う に壁も し く はパイプにハウジングを取付て く ださい。

L00-FMP4xxxx-17-00-00-en-015

! 注意 ! 
保護ホースは、 これらの箇所 （1） では、 分解でき ません。

プローブ と電子部品間の接続ラ イ ン （2） の周囲温度は、 105 ℃を超えないよ う にし て く ださい。
電子部分離型の場合は、 プローブ、 接続ケーブル、 およびハウジングで構成されています。 電子
部品分離型完成品一式を注文する と、 こ れら の電子部品は組み立て られた状態で配送さ れる た
め、 分離する こ と はでき ません。

15
0

ENDRESS+HAUSER
Levelflex M

65 78
Ø

 1
29
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15
0

ENDRESS+HAUSER
Levelflex M

65 78

Ø
 1

29

85

52
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15
0

80 30
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88

88

12
3

27
65

80

26
0

75_
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1

1

4 x Ø 8.5

1

1

2Ø 21.3
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3.3.7 ハウジングの回転

設置後は機器本体デ ィ スプレ イ端子室へのア ク セスが容易に行え る よ う 、 ハウ ジングは 350° 回
転可能です。 ハウジングを必要な位置まで回すには、 以下のよ う に進めます ：

• 止めネジ （1） を外し ます。

• 必要な方向に、 ハウジング （2） を回し ます。

• 止めネジ （1） を締めます。

L00-FMP41Cxx-17-00-00-de-002

3.4 設置後のチ ェ ッ ク

本機器を設置完了後、 以下のチェ ッ ク を行います ：
• 測定機器に損傷はないか？ （目視検査）

• 測定機器は、 プロセス温度、 プロセス圧力、 周囲温度、 測定レンジその他の測定点仕様と一

致し ているか？
• 測定点番号と ラベルの貼付は正しいか （目視検査） ？

• 測定機器は雨や直射日光から十分保護されているか （61 ページを参照） ？

90°90° 90°90°90°90°

11

2 2

4 mm/0.1”
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4 配線

4.1 配線のク イ ッ クガイ ド

F12/ F23 ハウジング内の配線

L00-FMP41Cxx-04-00-00-en-001

Made in Germany
D-79689 Maulburg

Dat./Insp.:

OrderCode:

IP68/NEMA 6PSer.-No.:

4-wire

ENDRESS+HAUSER

t>85°CTA >70°C:

D01301-A

ifmodification
seesep.labelX= Patents

LEVELFLEX-M

90…253V AC1V A
10,5…32VDC1W
16…3VDC0,8W

ProfibusP A
FoundationFieldbus

LN=PN=

4…20mA HART 2-wire

1 2 3 4

ENDRESS+HAUSER

#

4

5

6

2

3

7

1

7

8

5 6
I+ I-

1 2
L1/L+ N/L-

1 2
L- L+

!

AC / DCDC

0...20mA

2- 4-

水防栓

機器

●

●

水防栓

水 防 栓 6

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

1

3 4
I+ I-

7
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T12 ハウジング内の配線

L00-FMP41Cxx-04-00-00-en-002

Made in Germany
D-79689 Maulburg

Dat./Insp.:

OrderCode:

IP68/NEMA 6PSer.-No.:

4-wire

ENDRESS+HAUSER

t>85°CTA >70°C:

D01301-A

ifmodification
seesep.labelX= Patents

LEVELFLEX-M

90253V AC1V A
10,532VDC1W
163VDC0,8W

ProfibusP A
FoundationFieldbus

LN=PN=

420mA HART 2-wire

2

1 2 3 4

4

3

1

5

3 4
I+ I-

1 2
L- L+

7

8
水防栓

水防栓

締め付けます

2-
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4.2 計測ユニ ッ ト の接続

端子

3 種類のハウジングがあ り ます。
• 端子コ ンパー ト メ ン ト が追加シールされたアル ミ ニウ ム製 F12 ハウジング

- 標準
- Ex ia

• 端子コ ンパー ト メ ン ト が独立し たアル ミ ニウ ム製 T12 ハウジング
- 標準
- Ex e,
- Ex d
- Ex ia （過電圧保護回路付）

• ステンレ ス スチール SUS 316L 相当 （1.4435） ハウジング F23
- 標準
- Ex ia

設置後は機器本体デ ィ スプレ イ端子室へのア ク セスが容易に行え る よ う 、 ハウ ジングは 350° 回
転可能です。

L00-FMR2xxxx-04-00-00-en-019

アナロ グ出力および電圧供給に関する重要な情報 と と もに、 機器データが銘板上に記載されてい
ます。
配線におけるハウ ジングの向きについては、 「ハウジングの回転」 （→ 19 ページ） を参照し て く
ださい。

HART 通信の抵抗

HART 通信用の最小抵抗 ： 250 Ω

グラ ン ド接続

EMC 安全対策のためにグ ラ ン ド 端子をハウ ジングの外に接続し て良好なグ ラ ン ド 状態を保って
く ださい。

水防栓

端子

ケーブルの断面積が 0.5 ～ 2.5 mm2

種類 クランピング領域

標準、 Ex ia, IS プラ スチ ッ ク M20x1.5 5 ～ 10 mm

Ex em、 Ex nA 金属 M20x1.5 7 ～ 10.5 mm
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電線口

水防栓 ： M20x1.5 （Ex d ： 電線口のみ）
電線口 ： G½ または ½NPT

供給電圧

HART、 2 線

以下の値が機器本体の端子間電圧と な り ます。

HART 残留 リ ッ プル、 2 線 ： Uss ≤ 200 mV

HART、 4 線、 ア ク テ ィ ブ

HART 残留 リ ッ プル、 4 線、 DC バージ ョ ン ： Uss = 2 V、 許容電圧 （10.5 ～ 32 V） においての リ ッ
プルを含む電圧。

消費電流

通信 消費電流 端子間電圧

HART
標準

4 mA 16 V ～ 36 V

20 mA 7.5 V ～ 36 V

Ex ia
4 mA 16 V ～ 30 V

20 mA 7.5 V ～ 30 V

Ex em

Ex d

4 mA 16 V ～ 30 V

20 mA 11 V ～ 30 V

固定電流、 例えば、 ソーラーパワー動作の

場合 （HART によ って測定値が伝送される

場合） には調整可能

標準 11 mA 10 V ～ 36 V

Ex ia 11 mA 10 V ～ 30 V

HART マルチ ド ロ ッ プモード での固定電流
標準 4 mA1)

1) 電源起動時 11 mA を出力 （消費） し ます。

16 V ～ 36 V

Ex ia 4 mA1) 16 V ～ 30 V

バージョン 電圧 最大負荷抵抗

DC 10.5 ～ 32 V 600 Ω

AC、 50/60 Hz 90 ～ 253 V 600 Ω

通信 電流出力値 消費電流 消費電力

HART、 2 線 3.6 ～ 22 mA1)

1) HART マルチ ド ロ ッ プの場合は、 電源起動時に 11 mA を消費し ます。

— 最小 60 mW, 

最大 900 mW

HART、 4 線 （AC 90 ～ 250 V） 2.4 ～ 22 mA 3 ～ 6 mA 最大 3.5 VA

HART、 4 線 （DC 10.5 ～ 32 V） 2.4 ～ 22 mA 最大 100 mA 最大 1 W
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過電圧保護

可燃性の液体のレベル計測のために計測機器を使用する際に、 DIN EN 60079-14 または DIN EN
60060-1 （10 kA、 パルス 8/20 µs） に従って過電圧保護を行 う 必要があ る場合、 下記に従 う 必要
があ り ます。
• T12 ハウジング内で過電圧保護 （ガス放出チューブ） 実装の計測機器を使用する場合は、 型式

（→ 6 ページ） を参照し ます。
もしくは

• 適切な対策を講じ る と （外部保護装置、 例えば HAW562Z） こ の過電圧保護が得られます。

4.2.1 HART と エン ド レスハウザー社製 RMA との接続 RMA 422/ RN 221

L00-FMP40xIx-04-00-00-en-005

4.2.2 HART と他の供給ユニ ッ ト との接続

L00-FMP40xIx-04-00-00-en-006

1 2 3 4

ENDRESS + HAUSER
RMA 422

FXA195

RMA422
RN221N

HART

375, 475

1
# % &

Copy

G H I

P Q R S

, ( ) ‘

A B C

Paste

Page
On

Page
Up

DeleteBksp

Insert

J K L

T U V

_ < >

D E F

Hot Key

+ Hot Key

M N O

W X Y Z

+ * /

4

7

.

2

5

8

0

375
FIELD COMMUNICATOR

3

6

9

-

9 6

FMP40: LIC0001
ONLINE

1  GROUP SELECT
2  PV 8.7 m

HELP SAVE

dsdmdmdf das.asdas faasas la.

FieldCare

SPS

1 2 3 4

HART

375, 475

1
# % &

Copy

G H I

P Q R S

, ( ) ‘

A B C

Paste

Page
On

Page
Up

DeleteBksp

Insert

J K L

T U V

_ < >

D E F

Hot Key

+ Hot Key

M N O

W X Y Z

+ * /

4

7

.

2

5

8

0

375
FIELD COMMUNICATOR

3

6

9

-

9 6

FMP40: LIC0001
ONLINE

1  GROUP SELECT

2  PV 8.7 m

HELP SAVE

dsdmdmdf das.asdas fa
asas la. FieldCare

FXA195

PLC
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4.3 推奨接続

4.3.1 等電位接続

等電位接続線を伝送管の外部アース端子 （1） に接続し ます。

L00-FMP41Cxx-17-00-00-en-003

4.3.2 スク リーンケーブルの配線

" 警告 ! 
防爆用途では、 本機器のセンサ側だけを接地し ます。 安全に関する指示の詳細については、 爆発
危険区域での用途に関する別の資料に記載されています。

4.4 保護等級

• ハウジング密閉時 ：

- IP68、 NEMA6P （水面下 1.83 m で 24 時間）
- IP66、 NEMA4X

• ハウジング開放時 ： IP20、 NEMA1 （デ ィ スプレ イは気密保護）

4.5 配線後のチ ェ ッ ク

本機器を配線後、 以下のチェ ッ ク を行います ：
• 端子の配置は正しいか （→ 20 ページ、 21 ページ） ？

• ケーブルグ ラ ン ド は締ま っているか？

• ハウジングふたは、 し っか り ネジ込まれているか？

• 電源供給があ る場合 ：

機器は運転準備でき ているか、 液晶デ ィ スプレ イは表示されるか？

11

F12 T12 
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5 操作

5.1 操作のク イ ッ クガイ ド

L00-FMP4xxxx-19-00-00-en-001

ENDRESS + HAUSER

E+–

" " 003

" " 002

" " 0% 005

a b

" " 002

2

" "

" " 00
1 " " 002

S

O 1.4 . . . 1.6
1.6 . . . 1.9
1.9 . . . 2.5
2.5 . . . 4.0
4.0 . . . 7.0
> 7.0
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5.1.1 操作メ ニューの選択と設定

操作 メ ニューは、 2 つのレベルから な り ます ：
• 機能グループ（00、01、03、…、0C、0D）： 

本機器の各操作オプシ ョ ンは、 異なる機能グループに大き く 分割されています。 機能グループ
と し ては、例えば "ĕĬĻ ĜčġĐ"；基本設定、"ďĻĜļĻ ĜčġĐ"；安全設定、"ĚċĠĶČĖ"；出力、"ĩČđĚļ ġļĆěĪĽĸĐ"；
表示ディスプレイなどがあ り ます。

• 機能（001、002、003、…、0D8、0D9）：

各機能グループは、 1 つまたは複数の機能で構成されます。 これらの機能でレベルフ レ ッ ク ス
本体の動作やパラ メ ータの設定が実行されます。 こ こ で、数値を入力し、パラ メ ータ を選択し、
保存する こ と ができ ます。 " ĕĬĻĜčġĐ "；基本設定（00）機能グループで使用可能な機能 と し て
は、 " ĞĻĖĢĖĜĐ "；タンク特性（002）、 " ĝĖġĐĪļĠĢĖĜĐ "；測定物特性（003）、 " ĪĽĹĜěĘĻġļĚČĻ "；プロ
セスコンデション "（004）、 " ĔĵğČđĜĐ "；空（0%）調整（005）などがあ り ます。

例えば本機器の用途を変更する場合、 以下の手順を行います ：

1. " ĕĬĻĜčġĐ "；基本設定（00）機能グループを選択し ます。

2. " ĞĻĖĢĖĜĐ "；タンク特性（002） 機能を選択し ます （既存のタ ン ク形状が選択されます）。

5.1.2 機能の識別

機能 メ ニュー内での位置付けをわか り やす く するために、 機能ご と に、 表示デ ィ スプレ イに位置
が表示されます。

L00-FMRxxxxx-07-00-00-en-005

最初の 2 桁は、 機能グループを識別し ます ：

3 桁目は、 機能グループ内で、 個別の機能の番号にな り ます ：

こ れ以降では、 位置は常に説明 さ れてい る 機能の後に括弧に入れて表示 さ れ ま す （例えば
" ĞĻĖĢĖĜĐ "；タンク特性（002））。

• ĕĬĻ ĜčġĐ 00

• " ďĻĜļĻ ĜčġĐ "；安全設定 01

• " ĶĤďĵĐĜļĎĚČĻ "；リニアライゼーション 04

...

• ĕĬĻ ĜčġĐ 00 → • ĞĻĖ ĢĖĜĐ 002

• " ĝĖġĐĪļĠ ĢĖĜĐ "；測定物特 003

• " ĪĽĹĜě ĢĖĜĐ "；プロセス特性 004

...

3 
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5.2 デ ィ スプレ イ と操作キー

5.2.1 液晶表示デ ィ スプレ イ （LCD）

1 行 20 文字、 4 行。 キーの組み合わせによ り コ ン ト ラ ス ト を調整でき ます。

L00-FMxxxxxx-07-00-00-en-001

VU331 機器本体デ ィ スプレ イは、 スナッ プフ ィ ッ ト （上図参照） を押すこ と によ り 、 容易に取 り
はずしが可能です。 機器と は 500 mm のケーブルで接続されます。

5.2.2 デ ィ スプレ イ

L00-FMRxxxxx-07-00-00-en-007

–

°

°

°

°

X
X

X

X
S

S

OO FF

F

F

HOME

FG00 F000 F001 F002 F003 F004 ...

FG01
FG02
FG03
FG04
FG05
FG06
FG07

...

ENDRESS + HAUSER

E+–
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5.2.3 記号表示

機器本体デ ィ スプレ イに表示される シンボルを次表に示し ています。

5.2.4 キーの割当て

操作部はハウジング内にあ り 、 ハウジング蓋を開け操作し ます。

キーの機能

記号 意味

アラーム
機器が、 ア ラーム状態になった時にこのシンボルが現れます。 点滅表示は警告を表し ます。

ロック
機器がロ ッ ク されている時、 つま り 入力が不可能な状態になっている時に このシンボルが現

れます。

通信
機器が HART、 PROFIBUS PA、 FOUNDATION Fieldbus など を介し て通信中にこの通信シンボ

ルが現れます。

キー 意味

O も し く は V 選択 リ ス ト の上の方に移動し ます。

機能内の数値を変更し ます。

S も し く は W 選択 リ ス ト の下の方に移動し ます。

機能内の数値を変更し ます。

X も し く は Z 機能グループ内の一つ手前に戻 り ます （一つ左側に移動）。

F 機能グループ内の一つ先に進みます （一つ右側に移動） 。

O と  F
も し く は

S と  F
機器本体デ ィ スプレ イ LCD のコ ン ト ラ ス ト 調整

O と   S  と  F
ハード ウ ェ アのロ ッ ク／ロ ッ ク解除

表示も し く は通信を介し ての操作は不可能と な り ます。 デ ィ スプレ イ を介し て

のみロ ッ ク解除のみが可能です。 ロ ッ ク解除パラ メ ータ も装置本体デ ィ スプレ

イ を介し て入力し なければな り ません。



操作 レベルフ レ ッ ク ス M FMP 41C 4 ～ 20 mA HART

30 エン ド レスハウザー ジ ャパン

5.3 機器本体での操作

5.3.1 設定モー ドのロ ッ ク

レベルフ レ ッ ク スにはレベルフ レ ッ ク ス本体データ、 数値または工場出荷設定値の権限を も たな
い者によ る変更を防止するための方法が 2 通 り 用意されています。

" ĹčĖ ĔĐĚļČ ĨĽĵİĎĞĎ "；ロック解除パラメーター（0A4）機能

100 以外の値 （例えば 99） を、 " ĚĻĞļĻ "；診断（0A）機能グループの " ĹčĖĔĐĚļČĨĽĵİĎĞĎ "；ロック
解除パラメーター（0A4）に入力し ます。 ロ ッ クは、 デ ィ スプレ イに  シンボルで示され、 デ ィ
スプレ イ または通信でも う 一度解除する こ と ができ ます。

ハー ド ウ ェ アロ ッ ク

O 、 S および  F キーを同時に押すと機器がロ ッ ク されます。
ロ ッ ク を表す  記号が表示デ ィ スプレ イに表示されます。 O キーと S キーと F キーを同時
に押すこ と によ って、表示デ ィ スプレ イ を介し てのみ、再びロ ッ ク解除する こ と ができ ます。ハー
ド ウ ェア ロ ッ ク を通信で解除する こ と はできません。 本機器がロ ッ ク されていて も、 パラ メ ータ
はすべて、 表示する こ と ができ ます。

⇒ O、 S および F を同時に押し ます。

⇓

⇓
ロ ッ ク _ シンボルが LCD に表示されます。

ENDRESS + HAUSER

E+–
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5.3.2 設定モー ドのロ ッ ク解除

本機器がロ ッ ク されている と きに、 デ ィ スプレ イでパラ メ ータの変更を試みる と、 本装置のロ ッ
ク を解除する よ う 自動的に求められます ：

" ﾛｯｸ ｶｲｼﾞｮ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； ロ ッ ク解除パラ メ ーター （0A4） 機能

以下のロ ッ ク解除パラ メ ータ を入力する こ と によ って （表示デ ィ スプレ イ上に入力、 または通信
によ って）。

100 ＝ HART 機器の場合

レベルフ レ ッ ク スはロ ッ ク が解除されて操作可能と な り ます。

ハー ド ウ ェ アのロ ッ ク解除

O、 S および F キーを同時に押す と、 ユーザはロ ッ ク解除パラ メ ータ を入力する よ う に指示
されます。

100 = HART 機器の場合

" 警告 ! 
全センサの特性など、 特定のパラ メ ータ を変更する と、 測定システム全体の多 く の機能、 特に測
定精度に影響する こ と があ り ます。 通常の状況下で こ のよ う なパラ メ ータ を変更する必要はな
く 、 弊社のサービ ス部門のみが管理する特殊なコード で保護されています。
不明な点については、 エン ド レ スハウザー社にお問い合わせ く ださい。

⇒ O、 S および F を同時に押し ます。

⇓
ロ ッ ク解除コード を入力し、F で確定し て く だ さい。

⇓

ENDRESS + HAUSER

E+–



操作 レベルフ レ ッ ク ス M FMP 41C 4 ～ 20 mA HART

32 エン ド レスハウザー ジ ャパン

5.3.3 工場出荷設定値 （リ セ ッ ト ）

" 警告 ! 
リ セ ッ ト を行 う と、 本機器が工場出荷設定に戻 り ます。 これによ って、 測定が正常に機能し な く
な る こ と があ り ます。 一般に、 リ セ ッ ト 後は基本設定をや り なおすこ と を推奨し ます。

リ セ ッ ト は以下の場合にのみ必要と な り ます。
• レベルフ レ ッ ク ス本体の機能が停止し た場合、 も し く は停止された場合。

• レベルフ レ ッ ク ス本体を移動し なければな ら ない場合。

• レベルフ レ ッ ク ス本体を取 り 外し、 保管後再度設置する場合。

ユーザー入力 （" ﾘｾｯﾄ " ； リ セ ッ ト （0A3）） ：

• 333 ＝ユーザーのパラ メ ータ

333 ＝ユーザーのパラ メ ータのリ セ ッ ト

測定履歴が未知のレベルフ レ ッ ク ス本体を新たなアプ リ ケーシ ョ ンに設置する と きには、 この リ
セ ッ ト を推奨し ます。
• レベルフ レ ッ ク スはデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト されます。

• タンク内ノイズ反射マッピングのユーザー設定値は失われません。

• " ĔĖğČđĜčġĐ "；拡張設定（05）機能グループの " ĔěĞĭĎ ĞĻĖ ĭčĪĽ "；カスタマータンクマップ

（055）マ ッ ピングを削除する こ と もでき ます。
• テーブル内の数値は保持されていますが、 リ ニア ラ イ ズ調整は " ĶĤď "；リニアに切 り 替わ り ま

す。 " ĶĤďĵĐĜļĎĚČĻ "；リニアライゼーション（04）機能グループで、 こ のテーブルが再び使用
可能と な り ます。

リ セ ッ ト の影響を受ける機能の リ ス ト ：

完全な " ĕĬĻ ĜčġĐ "；基本設定（00）は起動する必要があ り ます。

⇒
ENDRESS + HAUSER
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• " ﾀﾝｸ ﾄｸｾｲ " ； タ ン ク特性 （002）

• " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ " ； 測定物特性 （003）

• " ﾌﾟﾛｾｽ ﾄｸｾｲ " ； プロセス特性 （004）

• " ｶﾗﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%） 調整 （005）

• " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン （スパン） 調整

（006）
• " ｱﾗｰﾑｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ "； ア ラーム時の出力 （010）

• " ｱﾗｰﾑｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ "； ア ラーム時の出力 （011）

• " ﾊﾝｼｬﾅｼｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ " ； 反射無し時の出力

（012）
• " ｺｳﾊﾞｲ % ｽﾊﾟﾝ /min"；勾配 % スパン / 分（013）

• " ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ " ； 遅延時間 （014）

• " ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ " ； 安全距離 （015）

• " ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ ﾅｲ " ； 安全距離内 （016）

• " ｱﾌﾚ ﾎﾞｳｼ " ； あふれ防止 （018）

• " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ｴﾝﾄﾞ " ； プローブの終端 （030）

• " ﾚﾍﾞﾙ / ｱﾚｰｼﾞ " ； レベル／アレージ （040）

• " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニア ラ イゼーシ ョ ン

（041）
• " ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ " ； ユーザー単位 （042）

• "max. ｽｹｰﾙ " ； 最大ス ケール （046）

• " ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径 （047）

• " ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ " ； 距離確認 （051）

• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレンジ （052）

• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ " ； マ ッ ピング開始 （053）

• " ｵﾌｾｯﾄ " ； オフセ ッ ト （057）

• " ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｷﾌﾞﾝ " ； 出力積分 （058）

• " ｼｭﾂﾘｮｸﾁ ﾉ ｼｷｲ " ； 出力の下限 （062）

• " ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ " ； 電流出力 （063）

• " ｺﾃｲﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ " ； 固定電流出力値 （064）

• "4mA ﾁ " ； 4mA 値 （068）

• " ｹﾞﾝｺﾞ " ； 言語 （092）

• " ﾎｰﾑ ﾍ ﾓﾄﾞﾙ " ； ホームへ戻る （093）

• " ﾋｮｳｼﾞ ｹｲｼｷ " ； 表示形式 （094）

• " ｼｮｳｽｳﾃﾝ ｲｶ ﾉ ｹﾀ " ； 小数点以下の桁

（095）
• " ｼｮｳｽｳﾃﾝﾉｷｬﾗｸﾀｰ " ； 小数点のキ ャ ラ ク

ター （096）
• " ﾛｯｸ ｶｲｼﾞｮ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ "；ロ ッ ク解除パラ メ ー

ター （0A4）
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5.4 エラー メ ッ セージの表示と通知エラー メ ッ セージ

エ ラーの種類

設定または測定中に発生し たエラーは、 本体デ ィ スプレ イに直ちに表示されます。 2 個以上のシ
ステム／プロセスエラーが発生し た場合は、 も っ と も優先度の高いエラーがデ ィ スプレ イに表示
されます。

この測定システムではエラーを 2 種類に区別しています ：
• A（アラーム）：

機器は定義された状態 （例えば最大 22 mA など） にな り ます。
常灯状態の  記号で表されます。
（コード の説明については 65 ページを参照。）

• W（警告）：

機器は測定を継続し ます。 エラー メ ッ セージが表示されます。
点滅する  シンボルで示されます。
（コード の説明については 65 ページを参照。）

• E（アラーム／警報）： 

設定可能 （例えば反射無し （失信号）、 安全距離内のレベルなど）
常灯／点滅状態の  記号で表されます。
（コード の説明については 65 ページを参照。）

エ ラー メ ッ セージ

エラー メ ッ セージが、 デ ィ スプレ イに 4 行のテキス ト で表示されます。 さ らに一意のエラーコー
ド も表示されます。 エラーコード の説明については 65 ページを参照し て く ださい。
• " ĚĻĞļĻ "；診断（0A）機能グループは、 以前発生し たエラーだけでな く 、 現在のエラーも表示

でき ます。
• 複数のエラーが発生し た場合は、 O または S を押し てページを切 り 換え、 複数のエラー

メ ッ セージを表示させる こ と ができ ます。
• 前回発生し たエラーは、" ĚĻĞļĻ "；診断（0A）機能グループで、機能 " ĜļĻĔĐħĒĵĎħĚČđĕČ "；前回の

エラーの消去（0A2）を使用し て消去する こ と ができ ます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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5.5 HART 通信

ローカルでの操作と は別に、 測定機器をパラ メ ータ化し、 HART プロ ト コルによ って、 測定値を
表示させる こ と ができ ます。 操作に使用でき るオプシ ョ ンは、 2 つあ り ます ：
• ユニバーサルハン ドヘル ド操作ユニ ッ ト 、 Field Communicator 375、 475 によ る操作

• オぺレーテ ィ ングシステム

（例えば、 接続用 FieldCare、 24 ページ以降） を使用し たパーソナルコ ンピ ュータ （PC） によ
る操作

5.5.1 375, 475 ハン ド ヘルド ユニ ッ ト による操作 

Field Communicator 375 ハン ド ヘル ド ユニ ッ ト では、 機器のすべての機能を メ ニ ュー操作によ っ
て設定でき ます。

! 注意 ! 
HART ハン ドヘル ド ユニ ッ ト に関する詳細情報は、 Field Communicator 375、 475 の輸送バッ グに
保管されているそれぞれの取扱説明書に記載されています。

5.5.2 エン ド レスハウザー社製操作プログラム

操作プロ グ ラ ム FieldCare は FDT テ ク ノ ロ ジーによ るエン ド レ スハウザー社製プ ラ ン ト アセ ッ
ト 管理ツールです。 FieldCare を使用し てエン ド レ スハウザー社のすべての機器設定を行 う と 同
様に、FDT 規格をサポー ト する他の メ ーカーの装置の設定も行 う こ と ができ ます。 ハー ド ウ ェ ア
およびソ フ ト ウ ェアの要件については、 イ ン ターネ ッ ト でご確認 く ださい。
www.endress.com È 国を選択 È テキス ト 検索 ： FieldCare È FieldCare È 技術情報

FieldCare は次の機能をサポー ト し ています。
• オン ラ イ ンでの機器調整

• 反射波形を介し ての信号解析

• タ ン ク の リ ニア ラ イゼーシ ョ ン

• 機器データのロード、 セーブ （ア ッ プロード／ダウ ン ロード）

• 測定ポイ ン ト の （機器設定） ド キ ュ メ ン ト 作成 

接続オプシ ョ ン
• コ ミ ュボ ッ ク ス FXA195 と コ ンピ ュータの USB ポー ト を介し た HART

• ToF アダプタ FXA291 付き コ ミ ュボ ッ ク ス FXA291、 サービ ス イ ン ターフ ェース を使用

メ ニューガイ ド によ る設定

L00-FMP4xxxx-20-00-00-en-001
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反射波形を介し ての信号解析

タ ン ク の リ ニア ラ イゼーシ ョ ン

L00-FMP4xxxx-20-00-00-en-007

L00-fmp-Ixxx-20-00-00-en-041
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6 設定

6.1 機能チ ェ ッ ク

測定ポイ ン ト を運転開始する前に、 最終チェ ッ ク がすべて完了し た こ と を確認し ます ：
• チェ ッ ク リ ス ト " 設置後のチェ ッ ク " （→ 19 ページ）。

• チェ ッ ク リ ス ト " 配線後のチェ ッ ク " （→ 25 ページ）。

6.2 測定機器上のスイ ッ チ操作

本機器を初めてオンにする と、 デ ィ スプレ イに ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ン と、 通信プロ ト コル、
選択されている言語が続けて 5 秒間表示されます。

⇒ 言語を選択し ます （本機器を初回にオンする と 、こ

の メ ッ セージが表示されます）。

⇓
基本単位を選択し ます。 （この メ ッ セージは初めて

機器に電源が投入された時に表示されます。）

⇓
現在の測定値が表示されています。

⇓ F が押された後、グループセレ ク シ ョ ンに移 り ま

す。

こ のセレ ク シ ョ ンで基本設定を行 う こ と ができ ま

す。

ENDRESS + HAUSER

E+–
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6.3 基本設定

L00-FMP41Cxx-19-00-00-en-001
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" 警告 ! 
ほ と んどの用途で、 基本設定だけで十分設定を済ませる こ と ができ ます。
レベルフ レ ッ ク スは、 注文し たプローブ長さ に応じ て工場で初期調整されています。 こ の結果、
ほ と んどの場合、 入力を必要とするのは、 アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ータだけです。 電流を出力す
るモデルでは、 ゼロ点 （E） および範囲の工場調整 （F） は 4 mA と 20 mA です。 一方、 デジ タル
出力およびデ ィ スプレ イモジュールの場合には、 0 % と  100 % にな り ます。
最大 32 点の リ ニア ラ イゼーシ ョ ン機能は、 手動ま た半自動入力テーブルに基づいていますが、
機器本体の操作でも遠隔操作でも稼働でき ます。 例えば、 こ の機能を使用すれば、 レベルを、 体
積または重量の単位に変換でき ます。

! 注意 ! 
レベルフ レ ッ ク ス M では、プローブが破損し ているかど う かをチェ ッ クする こ と ができ ます。短
いプローブを破損し たプローブ と間違え る可能性があ るので、 納入時にはこの機能はオフになっ
ています。
この機能を稼働するには、 次のステ ッ プを実行し ます。
1. カバーの付いていないプローブを使用し てマ ッ ピングを実行し ます （" ĭčĩĽĻĖļĸĻĚļ "；

マッピングレンジ "（052） と  " ĭčĩĽĻĖļĔĐĚ "；マッピング開始（053））。

2. " ďĻĜļĻĜčġĐ "；安全設定（01）機能グループで " ĪĽĹĎĪļĐĚļČđėĻğ "；プローブ異常検知（019）
機能を稼働し ます。

複雑な測定操作の場合は、 追加機能を必要と し ます。 これによ り ユーザー固有の必要条件に添 う
よ う に、 必要に応じ てレベルフ レ ッ ク ス をカス タマイ ズ し て使用する こ と ができ ます。 これを行
な う ために利用で き る機能については、 同梱の CD-ROM に格納されてい る 「機能説明書 -BA
245F」 に詳し く 記載されています。
" ĕĬĻ ĜčġĐ "；基本設定（00）の機能を設定する場合は、 次の指示に従って く ださい。
• 26 ページ で説明されている よ う に機能を選択し て く ださい。

• 機能によ っては （例えば、 " ﾌﾖｳﾊﾝｼｬﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾉｶｲｼ " ； 不要反射マ ッ ピングの開始 （053））、

データ入力を確定する よ う 求められます。 O キーまたは S キーを押し て、 " ĨĐ " ； はいを選

択し、 F キーを押し て確定し ます。 これで、 この機能が開始し ます。

• 設定期間中にキーを押さ ない場合 （→ " ĩČđĚļ ġļĆěĪĽĸĎ "；表示ディスプレイ（09）機能グルー

プ） は、 自動的にホームポジシ ョ ンに戻 り ます （測定値が表示されます）。

! 注意 ! 
• 本機器は、 データ入力中も引き続き測定を行います。 すなわち現在の測定値が信号出力から

通常通 り 出力されます。
• 反射波形モード がデ ィ スプレ イで有効になっている場合は、 測定値の更新サイ クル時間が遅

く な り ます。 測定点が最適化された後は反射波形表示モード を解除する こ と を推奨し ます。
• 電源供給が失敗し て も、 すべてのパラ メ ータ化された事前設定値は、 安全に EEPROM に保存

されたま まです。
• 操作 メ ニューの概要だけでな く 、 全機能の詳細については、 同梱の CD-ROM に格納されてい

る「機能説明書 - BA 00245F」に記載されています。
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6.4 表示デ ィ スプレー VU 331 での基本設定

機能 " ｿｸﾃｲﾁ " ； 測定値 （000）

この機能は、 現在の測定値を選択で表示し ます （" ĳĎęļĎ ĞĻĐ "；ユーザー単位（042）機能参照）。
小数点以下の桁数は、 " ĚČđěđġĻĐĔħėĞ "；小数点以下の桁（095）機能で選択する こ と ができ ます。

6.4.1 機能グループ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定 （00）

機能 " ﾀﾝｸ ﾄｸｾｲ " ； タ ン ク特性 （002）

この機能は、 タ ン ク特性の選択に使用し ます。

選択
• ĩČđĚļċĻ； 標準

• ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀﾝｸ ； アル ミ ニウ ム タ ン ク

• ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸﾀﾝｸ ； プラ ステ ィ ッ ク タ ン ク

• ﾊﾞｲﾊﾟｽ / ﾊﾟｲﾌﾟ ； 外筒管 / 内筒管

• ｺｱｷｼｬﾙﾌﾟﾛｰﾌﾞ ； コ アキシ ャルプローブ

• ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾉ ｶﾍﾞ ； コ ン ク リ ー ト 壁

標準

ロ ッ ド プローブおよびローププローブの通常タ ン ク取 り 付けには " ĩČđĚļċĻ "；標準 オプシ ョ ンを
推奨し ます。

アル ミ ニウムタ ン ク

" ďķĮĤđįĞĻĖ "；アルミニウムタンクオプシ ョ ンは、タ ン ク が空の時に ノ イ ズレベルの増加を引き起
こす、高いアル ミ ニウ ムサイ ロ用に特に設計されています。このオプシ ョ ンは、4 m 以上のプロー
ブのみに有効です。
4 m 以下のプローブの場合は、 " ĩČđĚļċĻ "；標準オプシ ョ ンを選択し て く ださい。

! 注意 ! 
" ďķĮĤđįĞĻĖ "；アルミニウムタンクを選択し た場合、機器は測定物の特性に応じ て、最初のタ ン ク
充填中に自発的に校正を行います。 そのため、 最初の充填時には測定誤差が発生し ます。

プ ラスチ ッ ク タ ン ク

プラ ステ ィ ッ ク タ ン ク （プラ ステ ィ ッ ク タ ン ク での設置参照） に、 表面が金属でない木またはプ
ラ ステ ィ ッ ク のコ ンテナ内にプローブを設置する時には " ĪĽĵěġĆčĖĞĻĖ "；プラスティックタンク
オプシ ョ ンを選択し ます。プロセス接続に金属面を用いる場合には、" ĩČđĚļċĻ "；標準オプシ ョ ン
を選択し て く ださい。

! 注意 ! 
原則と し て、 プロセス接続には、 表面部分が金属の物を選んで く ださい。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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外筒管 / 内筒管

" ĨļĐĨĽě / ĨĽĐĪĽ "；外筒管 / 内筒管オプシ ョ ンは、外筒管（" バイパス "） または内筒管（" パイプ "）
にプローブを設置する場合に設定し ます。 こ のオプシ ョ ンを選択する と、 上部不感知距離があ ら
かじめ 100 mm に設定されます。

コ アキシャル プローブ

" ĘďĕĚĊķĪĽĹĎĪļ "；コアキシャルプローブオプシ ョ ンは、 コ アキシャルプローブを使用する場合に
選択し て く ださい。 これを設定し た場合は、 測定の評価は、 高感度のコ アキシャルプローブに適
応し ています。 こ のため、 このオプシ ョ ンはローププローブまたはロ ッ ド プローブを使用する場
合には選択しないでください。

コ ン ク リー ト 壁

" ĘĻĖĶĎĢħĔīļ "；コンクリート壁オプシ ョ ンは、 壁 と の距離を 1 m 以下で取 り 付ける場合に、 コ ン
ク リ ー ト 壁の単一ダンピング特性を考慮に入れています。

機能 " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ " ； 測定物特性 （003）

この機能は、 比誘電率を選択するために使用し ます。

選択
• " ĪİĐ "；不明

• 1.4 ... 1.6 （コ アキシャル プローブ、 ロ ッ ド プローブを金属パイプに取 り 付けた場合 ≤ DN150）

• 1.6 ... 1.9

• 1.9 ... 2.5

• 2.5 ... 4.0

• 4.0 ... 7.0

• > 7.0

非常に粗い粒体も し く は粗い粉体には低位のグループが適用されます。 以下のものは、 最大測定
可能レンジが減少する原因と な り ます。
• 表面が非常に粗い粒体。 例えば充填時に空気が入ったため堆積密度が低 く なっている粒体。

• 付着物。 主に湿った測定物のもの。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

測定物クラス DC（εr） 代表的な液体 典型的な測定レンジ

1 1.4 ～ 1.6 - 濃縮ガス、 例えば N2、 CO2 4 m （157"） 金属パイプに 取 り 付けた場合

2 1.6 ～ 1.9

- プロパンなどの液化ガス

- 溶剤

- フ リ ゲン / フ レオン

- パームオイル

9 m （354"）

3 1.9 ～ 2.5 - 鉱油、 燃料 12 m （472"）

4 2.5 ～ 4

- ベンゼン、 スチレ ン、 ト ルエン

- フ ラ ン

- ナフ タ リ ン

16 m （629"）

5 4 ～ 7

- ク ロ ロベンゼン、 ク ロ ロ ホルム

- セルロース スプレー

- イ ソ シアン酸塩、 アニ リ ン

25 m （984"）

6 > 7

- 水溶液

- アルコール

- 酸、 アルカ リ

30 m （1181"）
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機能 " ﾌﾟﾛｾｽﾄｸｾｲ " ； プロセス特性 （004）

この機能を使用する と、 機器反応がタ ン ク の充填速度に適合されます。 この設定はイ ンテ リ ジェ
ン ト フ ィ ルタに影響を与えます。

選択
• 標準

• " ﾊﾔｲ ｴｷﾒﾝ ﾍﾝﾄﾞｳ " ； 速い液面変動

• " ｵﾀﾞﾔｶﾅﾍﾝｶ " ； 穏やかな変化

• " ﾃｽﾄ ： ﾉｰ ﾌｨﾙﾀｰ " ； フ ィ ルタ な し

機能 " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ｴﾝﾄﾞ " ； プローブの終端 （030）

この機能を使用すれば、 プローブ終端の信号極性を選択でき ます。 プローブ終端が覆われていな
い場合や絶縁されていないア タ ッチ メ ン ト に設置されている場合、 プローブ終端の信号は陰性 と
な り ます。 ア タ ッ チ メ ン ト が接地さ れてい る場合、 プ ローブ終端か ら の信号は陽性 と な り ます
FMP41C では、 設定 " ĪĶĎ；先端固定なし " 以外使用でき ません。

選択
• ĪĶĎ；先端固定なし（先端固定なしのウェットタイプの場合、ロッド、コアキシャルプローブ

の場合）
• ｾﾝﾀﾝｺﾃｲ ｱｲｿﾚｰﾄ 1 ； 絶縁されたア タ ッチ メ ン ト に先端を固定し ている場合

• ｾﾝﾀﾝｺﾃｲ ｸﾞﾗﾝﾄﾞ 1 ； 接地されたア タ ッチ メ ン ト に先端を固定し ている場合1)

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

選択 標準 " ĨĲĐ ĒĕİĻ īĻĢļđ "；速
い液面変動

" ēĞļĲĔģīĻĔ "；穏やかな
変化

" ġěĢ：ħĎ ĪĆķĞĎ "；
フィルタなし

用途 ： すべての標準的な用

途に適用。 低～中程

度の充填速度で粒体

および液体を充填す

る十分な大き さ のタ

ン ク向け。

速い充填速度で、 主

に液体を充填する小

さ な タ ン ク向け。

例えば攪拌器などに

よ って、 液面が激し く

荒れる よ う な用途に適

用。 主と し て低～中程

度の充填速度の大き な

タ ン ク向け。

最短の反応時間 ：

• テス ト 用

• " ﾊﾔｲ ｴｷﾒﾝ 

ﾍﾝﾄﾞｳ " ； 速い液面

変動設定が遅すぎ

る場合に、 充填速

度の速い小さ な タ

ン ク に適用。

2 線電子部

タ イプ ：

デッ ド タ イ ム ： 4 秒

立上 り 時間 ： 18 秒

デッ ド タ イ ム ： 2 秒

立上 り 時間 ： 5 秒

デッ ド タ イ ム ： 6 秒

立上 り 時間 ： 40 秒

デッ ド タ イ ム ： 1 秒

立上 り 時間 ： 0 秒

4 線電子部

タ イプ ：

デッ ド タ イ ム ： 2 秒

立上 り 時間 ： 11 秒

デッ ド タ イ ム ： 1 秒

立上 り 時間 ： 3 秒

デッ ド タ イ ム ： 3 秒

立上 り 時間 ： 25 秒

デッ ド タ イ ム ： 0.7 秒

立上 り 時間 ： 0 秒

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

1) これらの設定を選ぶ と、 タ ン ク が空の際に誤った出力信号を送信するおそれがあ り ます。
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機能 " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ﾅｶﾞｻ " ； プローブ長 （031）

こ の機能を使用し て、 工場出荷時の校正の後でプローブ長が変更されたかど う かを選択し ます。
選択し た場合に限 り 、 プローブ長を入力または修正する必要があ り ます。

選択
• " ĮīĻĘđ "；未変更

• " ﾍﾝｺｳｽﾞﾐ " ； 変更済み

! 注意 ! 
" ĪĽĹĎĪļ ģĔļę "；プローブ長 "（031）機能で " ﾍﾝｺｳｽﾞﾐ " ； 変更済みが選択された場合は、 次のス
テ ッ プでプローブ長が定義されます。

機能 " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ " ； プローブ （032）

この機能を使用し て、 プローブが露出し た状態になっているか、 あ るいは測定物によ ってカバー
さ れた状態に な っ て い る か を 選択 し ま す。 プ ロ ーブが露出 し た状態に な っ て い る 場合は、
" ģĔļęĄėčġĐ "；長さを決定（034）で、 レベルフ レ ッ ク スが自動的にプローブ長を決定する こ と が
でき ます。プローブが測定物によ ってカバーされている場合は、" ĪĽĹĎĪļģĔļę "；プローブ長（033）
機能で、 正確な入力を行な う 必要があ り ます。

選択
• " ĪĶĎ "；フリー（プローブが露出した状態）

• " ｳﾏｯﾃｲﾙ " ； 埋っている （プローブが測定物によ ってカバーされている状態）

機能 " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ﾅｶﾞｻ " ； プローブ長 （033）

この機能を使用し て、 手動でプローブ長を決定し ます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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機能 " ﾅｶﾞｻ ｹｯﾃｲ " ； 長さ を決定 （034）

この機能を使用し て、 自動的にプローブ長を決定し ます。
設置の状況によ り 、 自動的に決定されたプローブ長が実際 （通常は 20 ～ 30 mm） よ り も長い数
値と な る場合があ り ます。 これによ り 測定の精度が影響を受ける こ と はあ り ません。 リ ニア ラ イ
ゼーシ ョ ンで空の数値を入力する と きには、 自動的にプローブ長を測定せず、 " 空 （0%） 調整 "
を選んで く ださい。

選択
• " ģĔļę OK"；長さ ＯＫ

• " ﾐｼﾞｶｽｷﾞﾙ " ； 短すぎ る

• " ﾅｶﾞｽｷﾞﾙ " ； 長すぎ る

" ﾐｼﾞｶｽｷﾞﾙ " ； 短すぎる または " ﾅｶﾞｽｷﾞﾙ " ； 長すぎる を選択し た後、 新たな値を計算するのに
約 10 秒かか り ます。

機能 " ｶﾗﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%） 調整 （005）

この機能は、 フ ラ ンジ （測定基準点） から最低レベル （＝ 0％） までの距離の入力に使用し ます。

L00-FMP4xxxx-14-00-06-en-008

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

0%

E
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機能 " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン （スパン） 調整 （006）

この機能は、 最低レベルから最大レベルまでの距離 （＝スパン） の入力に使用し ます。

L00-FMP4xxxx-14-00-06-en-009

! 注意 ! 
使用可能な測定レンジは、 不感知距離の上部 と下部 と の間にあ り ます。
空の距離 （E） と スパン （F） は、 これ と は別に設定可能です。

機能 " ｷｮﾘﾉｿｸﾃｲﾁ " ； 距離 / 測定値 （008）

基準点から測定対象物表面までの測定距離 と、 空 （0%） 調整を使用し て計算された測定値が表示
されます。 この値が実際の測定値または実際の距離 と一致し ているかど う かチェ ッ ク し て く ださ
い。 次のよ う なケースがあ り ます。
• 距離が一致 - 測定値が一致 È 次の機能 " ĕČĶĔĖĤĻ "；距離確認（051）に進みます。

• 距離が一致 - 測定値が不一致 È " ĔĵğČđĜĐ "；空（0%）調整（005）をチェ ッ ク し ます。

• 距離が不一致 - 測定値が不一致 È 次の機能 " ĕČĶĔĖĤĻ "；距離確認（051）に進みます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

100%

0%

F

F = 

Fmax = E

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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機能 " ｷｮﾘｶｸﾆﾝ " ； 距離確認 （051）

この機能によ り 、 ノ イ ズ反射マ ッ ピングの開始の準備モード に入 り ます。 これを開始する ために
は、 測定距離を被測定物の液／粉面までの実際の距離 と 比較する必要があ り ます。 以下のオプ
シ ョ ンが選択でき ます。

選択：
• " ｷｮﾘ = ok" ； 距離が適正

• " ｷｮﾘ ﾁｲｻｽｷﾞﾙ " ； 距離が過小

• " ｷｮﾘ ｵｵｷｽｷﾞﾙ " ； 距離が過大

• " ｷｮﾘ ﾌﾒｲ " ； 距離が不明

• " ĭĤċďķ "；マニュアル入力

• " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ ﾌﾘｰ " ； プローブが測定物によ り カバーされていない

L00-FMP4xxxx-14-00-06-en-010

距離 OK
プ ロ ーブの一部がカバー さ れてい る 特に選びます。 プ ロ ーブがカバー さ れていない と き には
" ĭĤċďķ "；マニュアル入力、または " ĪĽĹĎĪļ ĪĶĎ "；プローブが測定物によりカバーされていないを
選んで く ださい。
• 現状測定されている反射ノ イ ズのレベルまでのマ ッ ピングが行われます。

• 抑制すべき範囲が " ĭčĩĽĻĖļĸĻĚ "；マッピングレンジ（052）機能で提示されます。

この場合でも マ ッ ピングの実行を推奨し ます。

! 注意 ! 
測定物によ り カバーされていないプローブでは、マ ッ ピングは " ĪĽĹĎĪļ ĪĶĎ " を選択する こ と で確
定されます。

距離が過小
• 現時点で反射ノ イ ズが測られています。

• 従って現在測定されている反射を含め ノ イ ズ反射マ ッ ピングが行われます。

• 抑制すべき範囲が " ĭčĩĽĻĖļĸĻĚ "；マッピングレンジ（052）機能で提示されます。

距離が過大
• こ のエラーは ノ イ ズ反射のマ ッ ピングでは修復されません。

• アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ーター （002）、（003）、（004）および " ĪĽĹĎĪļģĔļę "；プローブ長

（031）をチェ ッ ク し ます。

距離不明
実際の距離がわから なければマ ッ ピングは実行する こ と ができ ません。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

+

+

 ;�  = ok ;�
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マニュアル入力
範囲をマニュ アルで入力し てマ ッ ピングを行 う こ と も でき ます。こ の入力は、" ĭčĩĽĻĖļĸĻĚ "；マッ
ピングレンジ（052）機能で行います。

" 警告 ! 
マ ッ ピングのレ ンジは、 実際のレベルから 0.3 m （20"） 手前まで と し ます。 容器が空の場合は、
プローブの全長にわたってマ ッ ピングする こ と ができ ます。

プローブが測定物によりカバーされていない
プローブが露出し た状態になっている場合は、 プローブの全長にわたってマ ッ ピング し ます。

" 警告 ! 
プローブが確実に露出されている場合にだけ、 こ の機能でマ ッ ピングを開始し て く ださい。 そ う
し なければ、 機器が正確な測定を行えな く な り ます。

機能 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレンジ （052）

この機能では、 マ ッ ピング開始の提示範囲が表示されます。 基準点が常に測定の基準点 と な り ま
す （→ 37 ページを参照）。 こ の数値はオペレータが編集する こ と ができ ます。
マニュ アル入力によ るマ ッ ピングでは、 デフ ォル ト 値は 0.3 m にな り ます。

機能 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ " ； マ ッ ピング開始 （053）

この機能は " ĭčĩĽĻĖļĸĻĚļ "；マッピングレンジ（052）で指定し た距離まで干渉 ノ イ ズの ノ イ ズ反
射マ ッ ピングを行 う ために使用し ます。

選択 :
• " ēĪ "；オフ ： ノ イ ズ反射マ ッ ピングは行われません

• " ｵﾝ " ； オン ： ノ イ ズ反射マ ッ ピングが開始し ます

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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機能 " ｷｮﾘﾉｿｸﾃｲﾁ " ； 距離 / 測定値 （008）

基準点から測定対象物表面までの測定距離と、 空 （0%） 調整を使用し て計算された測定値が再度
表示されます。 それらの値が実際の測定値、 または距離に対応し ているかど う か確認し て く だ
さい。 以下の場合があ り ます ：

• 距離が一致 - 測定値が一致 È 基本設定が完了し ています。

• 距離が不一致 - 測定値が不一致 È さ らに干渉 ノ イ ズの ノ イ ズ反射マ ッ ピングを行 う 必要があ

り ます。 " ĕČĶĔĖĤĻ "；距離確認（051）に戻 り ます。
• 距離が一致 - 測定値が不一致 È  " ĔĵğČđĜĐ "；空（0%）調整（005）をチェ ッ ク し て く ださい。

! 注意 ! 
基本設定の完了後、 反射波形 （" ĨĻĚĊ ĨėĐ "；反射波形（0E）機能グループ） によ る測定の評価を
行 う こ と を推奨し ます （→ 50 ページを参照）。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
⇓ 3 秒後、 以下の メ ッ セージが表示されます。

ENDRESS + HAUSER

E+–
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6.5 不感知距離

機能 " ｼﾞｮｳﾌﾞﾜﾌｶﾝﾁｷｮﾘ " ； 上部不感知距離 （059）

長さ 8 m までのロ ッ ド プローブおよびローププローブでは、納入時に上部不感知距離が 0.2 m に
工場設定されています。 長さ 8 m 以上のローププローブでは、 納入時に上部不感知距離がプロー
ブ長の 2.5 % に工場設定されています。 DC > 7 の媒体では、 プローブが壁面に対し て平らに取 り
付け られている場合、 または最大 50 mm の ノ ズル上に取 り 付け られている場合に、 ロ ッ ド プロー
ブおよびローププローブの上部不感知距離を 0.1 m まで減少させる こ と が可能です。

不感知距離および測定レンジ

プローブの下部終端では、 不感知距離は存在し ませんが、 精度の低下する移行区域があ り ます。
「最大測定距離」 （→ 48 ページ） を参照し て く ださい。

! 注意 ! 
不感知距離以内では、 信頼性のあ る測定は保証されません。

内筒管を用途とする場合

" ĞĻĖĢĖĜĐ "；タンク特性（002）で " ｶﾞｲﾄｳｶﾝ / ﾅｲﾄｳｶﾝ " パラ メ ータに選ぶと、上部不感知距離（UB）
は 100 mm に設定されます。

最大計測誤差

リ フ ァ レン ス条件下 ：
DIN EN 61298-2、 スパンの割合

リ フ ァ レン ス条件に満たない場合、取付状態によ るオフセ ッ ト ／ゼロ点は最大± 12 mm と な り ま
す。この追加オフセ ッ ト / ゼロ点は設定中に " ēĪĜčĢ "；オフセット機能（057）によ り 補正されます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

FMP41C
LN [m]
最小

LN [m]
最大

UB [m]
最小

ロッドプローブ 0.3 4 0.2 1)

1) 各不感知距離はプ リ セ ッ ト 済み。 DC > 7 の媒体の場合は、 ロ ッ ド プローブおよびローププローブの上

部不感知距離 UB を 0.1 m まで減少させる こ と が可能です。 上部不感知距離は手動で入力でき ます。

ローププローブ 1 30 0.21)

出力： デジタル アナログ

非 リ ニア リ テ ィ 、 非

再現性、 ヒ ステ リ シ

スの合計

測定レンジ ：

- 10 m まで ： ± 5 mm

- > 10 m: ± 0.05 %

PA コーティングのローププローブの場合
測定レンジ

- 5 m まで ： ± 5 mm

- > 5 m: ± 0.1 %

± 0.06 %

オフセ ッ ト / ゼロ ± 4 mm ± 0.03 %
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プローブ終端付近での追加計測誤差 ：

! 注意 ! 
高い ノ ズ ルに機器 を 設置す る と き には " ĔĖğČđĜčġĐ "；拡張設定（05）機能 グ ループの
" ĚļČđĪļĪĔĻğĕČĶ "；上部不感知距離（059）で不感知距離を再入力し て く ださい。
上部不感知距離 （UB） = ノ ズル高 （H） + 50 mm

L00-FMP4xxxx-14-00-06-xx-001

L00-FMP4xxxx-05-00-00-en-001 L00-FMP4xxxx-05-00-00-en-002

UB
H

50
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6.6 VU331 による反射波形

基本設定の完了後、 反射波形 （" ĨĻĚĊ ĨėĐ "；反射波形（0E）機能グループ） によ る測定の評価を
行 う こ と を推奨し ます。

6.6.1 機能 " ﾌﾟﾛｯﾄ ｾｯﾃｲ " ； プロ ッ ト 設定 （0E1）

この機能では、 デ ィ スプレ イに表示する情報を選択する こ と ができ ます ：
• 反射波形

• " ｻﾌﾞｽﾄﾗｸﾃｯﾄﾞｼｸﾞﾅﾙ " ； サブス ト ラ ク テ ッ ド シグナル

• マ ッ ピング

! 注意 ! 
マ ッ ピングについては機能説明書 BA245F に解説されています。

6.6.2 機能 " ﾊﾝｼｬﾊｹｲﾖﾐｺﾐ " ； 反射波形読み込み （0E2）

この機能では、 反射波形の読み込みを、 以下のどち らの方式で行 う か決定し ます。
• " ĐčĔĐ ħ ĴĮĘĮ "；1 回のみの読み込み または

• " ｼﾞｭﾝｶﾝ ﾖﾐｺﾐ " ； 循環的に読み込み

! 注意 ! 
反射波形モード がデ ィ スプレ イで有効になっている場合は、 測定値の更新サイ クル時間が遅 く な
り ます。 し たがって、 測定ポイ ン ト の最適化完了後、 反射波形モード を解除する こ と を推奨し ま
す。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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6.7 機能 " ﾊﾝｼｬﾊｹｲﾋｮｳｼﾞ " ； 反射波形表示 （0E3）

この機能の反射波形表示から以下の情報を取得でき ます。

L00-FMPxxxxx-07-00-00-en-003

6.7.1 反射波形

レベルフ レ ッ ク スでは個別のパルスがすばや く 連続し て放射され、 その反射がわずかに異なる遅
延で走査されます。 受信されたエネルギーは、 飛行時間計測順に並べられます。 この一連の動作
のグ ラ フ ィ ッ ク表現を " 反射波形 " と いいます。

6.7.2 マ ッ ピング （空の波形） と差分波形

干渉信号を抑制するため、 レベルフ レ ッ ク スでは反射波形が直接評価されません。
最初に反射波形からマ ッ ピング （空の波形） が差し引かれます。
算出された差分曲線で、 レベル反射が検索されます。
差分波形＝反射波形－マ ッ ピング （空の波形）
マ ッ ピング （空の波形） はプローブ と空のタ ン ク、 またはサイ ロ を正し く 表し た ものでなければ
いけません。 計測される測定物からの信号のみが差分曲線に残るのが理想的です。 
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6.7.3 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ " ； マ ッ ピング

• フ ァ ク ト リ ーマ ッ ピング

マ ッ ピング （空の波形） は、 機器の納入時にすでに使用可能になっています。
• ユーザーマ ッ ピング

一部充填状態では、 実際の総レベルまで最大 10 cm の距離のマ ッ ピング （マ ッ ピングレ ンジ＝
総レベルからの実際の距離 -10 cm）、 またはタ ン ク が空の場合に LN よ り 大きい値のマ ッ ピン
グが可能です。

• ダ イナ ミ ッ ク マ ッ ピング 

工場やカス タマ固有のマ ッ ピング と同様に静的ではあ り ません。 その代わ り に、 静的マ ッ ピ
ングから直接取得され、 継続的な操作中の変化するプローブ環境の特性に常に適応し ます。
し たがって、 ダ イナ ミ ッ ク マ ッ ピングを明示的に記録する必要はあ り ません。

6.7.4 反射し きい値

差分波形での最大ポイ ン ト は、 指定された し きい値を超えている場合、 反射信号 と し てのみ受け
入れられます。 こ のし きい値は位置に依存し、 使用されるプローブの理想的な反射波形から自動
的に計算されます。 該当する し きい値の計算は、 拡張校正機能の " 設置 " ユーザーパラ メ ータに
依存し ます。

6.7.5 反射波形表示におけるナビゲーシ ョ ン

反射波形は、 ナビゲーシ ョ ンを使用し て、 水平および垂直にス ケー リ ング し、 左または右へシフ
ト させる こ と ができ ます。 ナビゲーシ ョ ンモード がア ク テ ィ ブな と き、 画面上の左上隅に記号が
示されます。

L00-FMPxxxxx-07-00-00-en-004

水平ズームモー ド

O または S を押し て、 反射波形ナビゲーシ ョ ンに切 り 替えます。 これで水平ズームモー ド に入
り ます。 または  が表示されます。

以下のオプシ ョ ンがあ り ます。
• O を ク リ ッ クする と、 横縮尺が大き く な り ます。

• S を ク リ ッ クする と、 横縮尺が小さ く な り ます。

L00-FMP4xIxx-07-00-00-xx-001

…

- 

-

- 

-

- 4

OS
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移動モー ド

次に、 F を押し て、 移動モード に切 り 替えます。 または  が表示されます。

以下のオプシ ョ ンがあ り ます。
• O を ク リ ッ クする と、 波形が右に移動し ます。

• S を ク リ ッ クする と、 波形が左に移動し ます。

L00-FMP4xIxx-07-00-00-xx-002

垂直ズームモー ド

再び F を押し て、 垂直ズームモード に切 り 換えます。  が表示されます。

以下のオプシ ョ ンがあ り ます。
• O を ク リ ッ クする と、 縦縮尺が大き く な り ます。

• S を ク リ ッ クする と、 縦縮尺が小さ く な り ます。

表示ア イ コ ンによ って現在のズームフ ァ ク タ （  ～ ） が示されます。

L00-FMPxxxxx-07-00-00-xx-003

ナビゲーシ ョ ンの終了

• 反射波形ナビゲーシ ョ ンの別のモードへ移動する場合には、 再び F を押し ます。

• O と  S を押し て、 ナビゲーシ ョ ンを終了し ます。 設定された縮尺および移動位置が保持さ

れます。 " ĨĻĚĊ ĨėĐ ĴĮĘĮ "；反射波形読み込み（0E2）機能を再起動させた場合のみ、 レベルフ
レ ッ ク スは再び標準表示を使用する よ う にな り ます。

OS

OS

⇒
⇓ 3 秒後、 以下の メ ッ セージが表示されます。

ENDRESS + HAUSER

E+–
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6.8 エン ド レスハウザー社製操作プログラムでの基本設定

この操作プロ グ ラ ムでの基本設定を実行するには、 次の手順に従います。
• 操作プロ グ ラ ムを起動し て、 接続を確立し ます。

• ナビゲーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウの " ĕĬĻĜčġĐ "；基本設定 機能グループ を選択し ます。

画面に以下の表示が現れます。

基本設定のステップ 1/6：
• ステータ スの状態

• 測定点の説明を入力し ます （TAG 番号）。

L00-FMP4xxxx-20-00-00-en-001

! 注意 ! 
• 変更された各パラ メ ータは RETURN/ENTER キーで確定し なければな り ません。

• " 次へ進む " ボタ ンを押すと、 次の画面表示移動し ます。
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基本設定のステップ 2/6：
• アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ーターを入力し ます （「VU331 によ る基本設定」 を参照）。

- タ ン ク特性
- 測定物特性
- プロセス特性

l00-fmp4xxxx-20-00-00-en-002

基本設定のステップ 3/6：
• アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ーターを入力し て く ださい （「VU331 によ る基本設定」 を参照）。

- プローブの終端

l00-fmp4xxxx-20-00-00-en-003
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基本設定のステップ 4/6：
• アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ーターを入力し て く ださ い （「VU331 によ る基本設定」 を参照）。

- プローブ長
- プローブ 
- プローブ長 
- 長さ を決定

l00-fmp4xxxx-20-00-00-en-004

基本設定のステップ 5/6：
• アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ーターを入力し て く ださ い （「VU331 によ る基本設定」 を参照）。

- 空 （0%） 調整
- 満タ ン （スパン） 調整

l00-fmp4xxxx-20-00-00-en-005
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基本設定のステップ 6/6：
• こ のステ ッ プによ り 不要反射マ ッ ピングが開始し ます。

• 測定距離と現在の測定値は常に見出しに表示されます。

l00-fmp4xxxx-20-00-00-en-006

6.8.1 反射波形を介し ての信号解析

基本設定後に、 反射波形を使用し て測定を評価する よ う お勧めし ます。

L00-FMP4xxxx-20-00-00-en-007

! 注意 ! 
不要反射が強い場合には、 レベルフ レ ッ ク ス を別の箇所に設置する こ と で測定を最適化でき る場
合があ り ます。
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反射波形による測定の評価

典型的な反射波形 ：

次の各例に、 空の タ ン ク内の ローププ ローブ と ロ ッ ド プ ローブの典型的な反射波形を記載し ま
す。プローブタ イプすべてで、プローブ終端の信号は陰性を示し ています。 ローププローブでは、
終端重量のおかげで、 陽性の反射が先行し て追加発生し ています。 ローププローブ図を参照し て
く ださい。

L00-FMP40xxx-05-00-00-en-024

反射波形では、 液面反射は陽性信号と し て検出されています。 ノ イ ズ反射は、 陽性の場合 （例え
ば、 タ ン ク内部からの反射） も あれば、 陰性の場合 （例えば、 ノ イ ズ） も あ り ます。 こ の評価に
は、 反射波形、 マ ッ プ、 および差分波形を使用し ます。 液面反射は、 差分波形で求められます。
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測定の評価 ：

• タ ン ク が空の場合、 マ ッ プは、 反射波形のコースに対応し ている必要があ り ます。 ロ ッ ド プ

ローブの場合はプローブ終端の最大約 5 cm 前であ り 、 ローププローブの場合はプローブ終端
の最大約 25 cm 前にな り ます。

• タ ン ク が空の場合、 およびプローブ固有の不感知距離で指定されたスパン内に配置されてい

る場合、 差分波形内の振幅は 0 mV のレベルになっている必要があ り ます。 タ ン ク が空の場
合、 ノ イ ズ反射を検出し ないよ う にするには、 信号が反射し きい値を超えないよ う にする必
要があ り ます。

• 部分充填タ ン ク では、 マ ッ プが反射波形と異なるのは、 液面反射位置だけです。 こ のため、

レベル信号は、 差分波形で陽性信号と し て明確に検出されます。 液面反射を検出するには、
振幅が、 反射し きい値を超える必要があ り ます。

L00-FMP40xxx-05-00-00-en-025

6.8.2 ユーザー規定 （操作）

ユーザ固有用途のパラ メ ータ設定の詳細については、 「機能説明書 - BA00245F」 マニュ アルを参
照し て く ださい。 このマニュ アルは、 同梱の CD-ROM に格納されています。
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7 保守
レベルフ レ ッ ク ス M 測定機器には、 特別な保守は必要あ り ません。

7.1 外面の清掃

レベルフ レ ッ ク ス M を清掃する場合は、 ハウ ジング表面およびシールを侵すよ う な洗浄液等の
使用は避けて く ださい。

7.2 修理

測定機器は標準寸法設計に基づいてお り 、 ユーザーが自分で修理を行な う こ と ができ る と弊社は
考えています （「スペアパーツ」、 → 69 ページ）。 サービ スおよびスペアパーツに関する詳細につ
いては、 弊社のサービ ス部門にお問い合わせ く ださい。

7.3 防爆認定された機器の修理

防爆認証機器の修理を行 う 場合は、 以下の点にご留意 く ださい ：
• 防爆認証機器の修理は、 訓練を受けた職員、 またはエン ド レ スハウザー社サービ スだけが行

う こ と ができ ます。
• 現行の規格、 国家防爆規格、 安全注意事項 （XA） および認証を遵守する必要があ り ます。

• 弊社純正部品以外は使用し ないで く ださ い。

• スペアパーツを注文する と きは、 型式銘板上の機器名称を書き留めて く ださい。 部品は、 同

じ部品と しか交換でき ません。
• 修理は取扱説明書に従って行います。 修理が完了し た ら、 機器に指定された通常のテス ト を

行なって く ださい。
• 弊社のサービ ス部門以外は、 防爆認定された機器を異な る タ イプの防爆認定装置に変えては

いけません。
• すべての修理作業と改造はすべて、 文書に記録し て く ださ い。

7.4 交換

レベルフ レ ッ ク ス M 全体または電子モジ ュールを交換し た後は、 パラ メ ータ を、 通信イ ン ター
フ ェ イ ス を 経由 し て本機器に ダ ウ ン ロ ー ド し て元に戻す こ と がで き ま す。 そ の た めには、
FieldCare を使用し てそれらのデータ をあ らかじめ PC にア ッ プロード し てお く 必要があ り ます。
新し く 設定し なおすこ と な く 、 測定を継続する こ と ができ ます。

• リ ニア ラ イゼーシ ョ ンを起動する必要があ る可能性があ り ます （同梱の CD-ROM に格納され

ている 「機能説明書 - BA00245F」 マニュ アルを参照し て く ださい）。
• タ ン ク マ ッ プを再度記録する必要があ る場合があ り ます （基本設定を参照）。

プローブまたは電子部品を交換し た後で、 新しい調整を実行し なければな り ません。
これについては、 修理説明書に記載されています。
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8 ア クセサリ
レベルフ レ ッ ク ス M には、 さ ま ざまなア ク セサ リ を使用する こ と ができ ます。 これら のア ク セ
サ リ は、 エン ド レ スハウザー社よ り 個々に注文する こ と ができ ます。

8.1 日よけカバー

ス テン レ ス製日よ けカバーは屋外へ設置 さ れる場合に使用 し ます （オーダーコー ド ： 543199-
0001）。 保護カバーおよびテンシ ョ ン ク ラ ンプが同梱されています。

L00-FMR2xxxx-00-00-06-en-001

8.2 アダプ タ 43 mm 用溶接ボス

溶接リング寸法 オーダー番号：

直径 D 高さ H

L00-FMP4xxxx-00-00-06-en-006

85 12 52006262

65 8 214880-0002

材質 ： SUS 316L 相当 （1.4435）

ENDRESS+HAUSER

MICROPILOT II

ENDRESS+HAUSER

MICROPILOT II

IP 65
IP 65

Order Code:
Ser.-No.:

Order Code:
Ser.-No.:

Messbereich
Measuring range

Messbereich
Measuring rangeU 16...36 V DC

4...20 mA
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8.3 リ モー ト 表示と操作 FHX40

L00-FMxxxxxx-00-00-06-de-005

技術仕様 （ケーブルおよびハウ ジング） および製品構造

リ モー ト 表示デ ィ スプレ イ FHX40 の接続には、 個々の通信機器に適し たケーブルを使用し て く
ださい。

最大ケーブル長 20 m （65 ft）

温度 -30 °C ～ +70 °C （-22 °F ～ +158 °F）

保護等級 IP65/67 （ハウ ジング）、 IP68 （ケーブル） IEC 60529 準拠

材質 ハウ ジング :AlSi12; 水防栓 : ニ ッ ケル メ ッ キ

寸法 [mm] / [inch] 122x150x80 （HxWxD） / 4.8x5.9x3.2

010 認定
A 非防爆

2 ATEX II 2G Ex ia IIC T6

3 ATEX II 2D Ex ia IIIC T80°C
G IECEx Zone1 Ex ia IIC T6/T5

S FM IS Class I Division 1、 Groups A、 B、 C、 D、 zone 0

H ATEX II 3G Ex ic IIC T6, T5 GC （準備中）

U CSA IS Class I、 Division 1、 Groups A、 B、 C、 D、 zone 0

N CSA 一般仕様

K TIIS Ex ia IIC T6

C NEPSI Ex ia IIC T6/T5

Y 特殊、 TSP 番号 （要問合せ）

020 ケーブル長
1 20m / 65ft ; HART の場合

5 20m / 65ft ; PROFIBUS PA/FOUNDATION Fieldbus の場合

9 特殊、 TSP 番号 （要問合せ）

030 追加オプション
A 標準

B 1" も し く は 2" パイプ用取付金具

Y 特殊、 TSP 番号 （要問合せ）

FHX40 - オーダーコード （全仕様完了）

ENDRESS+HAUSER

ENDRESS+HAUSER

IP 65
IP 65

Order Code:
Ser.-No.:

Order Code:
Ser.-No.:

Messbereich
Measuring range

Messbereich
Measuring rangeU 16...36 V DC

4...20 mA

U 16...36 V DC
4...20 mA

max. 20 m

max. 20 m
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8.4 セン タ リ ングデ ィ スク

ロ ッ ド型のプローブを内筒管または外筒管で使用する場合は、 プローブ と壁が接触し ないよ う に
設置する必要があ り ます。 セン タ リ ングデ ィ ス クは、 パイプの中間でロ ッ ド プローブを固定し ま
す。

8.4.1 センタリングディスク PFA Ø1.46 インチ

セン タ リ ングデ ィ ス クは、 直径が 16 mm （0.63 イ ンチ） のロ ッ ド型プローブまたはコー ト された
プローブに適し てお り 、 呼び口径 40 A （1½"） ～ 50 A （2"） のパイプで使用でき ます。
取扱説明書 BA00378F をあわせて参照し て く ださい。

• 測定レ ンジ ： -200 ℃～ +150 ℃

オーダー番号 71069065

8.5 コ ミ ュボ ッ クス FXA195 HART

USB イ ン ターフ ェ イ スによ る FieldCare と の本質安全通信用。
詳細は、 TI00404F をご覧 く ださい。

8.6 コ ミ ュボ ッ クス FXA291

コ ミ ュボ ッ ク ス FXA291 は、 CDI イ ン ターフ ェース （= エン ド レ スハウザー社製共通データ イ ン
ターフ ェース） によ り 、 機器をパソ コ ン または ノ ー ト  PC の USB イ ン ターフ ェースに接続し ま
す。 詳細は、 TI00405C をご覧 く ださい。

! 注意 ! 
次の機器では、 ア ク セサ リ と し て "ToF アダプタ FXA291" が必要です。

8.7 ToF アダプ タ FXA291

ToF アダプタ FXA291 は、 パソ コ ン または ノー ト  PC の USB イ ン ターフ ェース を介し てコ ミ ュ
ボ ッ ク ス FXA291 を機器に接続し ます。 詳細は、 KA00271F/00/A2 をご覧 く ださい。

1
0

7.8

3
7
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9 ト ラ ブルシューテ ィ ング

9.1 ト ラブルシューテ ィ ングの手順

L00-FMP4xxxx-19-00-00-en-100

M

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

NG

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

OK

3.8 22 mA

< 3.5 mA

HART

HART/INTENSOR

PA

BA

FXA 193 PC COM COM
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9.2 システムエラー メ ッ セージ

コード 説明掲載ページ 予想される原因 対策

A102 checksum error

チェ ッ ク サム ・ エラー。

general reset & new calibr. 

required

通常の リ セ ッ ト および新

たな調整が必要。

データ を保存でき る前に電源がオフ

にされた。 電磁干渉の問題。

EEPROM の故障。

リ セ ッ ト する。

電磁干渉の問題を取 り 除 く 。

リ セ ッ ト 後も ア ラームが提示さ

れ続け る場合は電子部品を交換

する。

W103 initialising - please wait

初期設定中 - 待機し て く

ださい。

EEPROM への保存が終了し ていな

い。

数秒間待機する。 警告が提示さ

れ続け る場合は電子部品を交換

する。

A106 downloading please wait ：

ダウ ン ロード中 - 待機し

て く ださい。

データのダウ ン ロード を処理中。 警告が消え る まで待機する。

A110 checksum error ：

チェ ッ ク サムエラー

general reset & new calibr. 

required ： 

通常の リ セ ッ ト および新

たな調整が必要。

データ を保存でき る前に電源がオフ

にされた。 電磁干渉の問題。

EEPROM の故障。

リ セ ッ ト する。

電磁干渉の問題を取 り 除 く 。

リ セ ッ ト 後も ア ラームが提示さ

れ続け る場合は電子部品を交換

する。

A111 electronics defect ：

電子部品が故障。

RAM の不良。 リ セ ッ ト する。

リ セ ッ ト 後も ア ラームが提示さ

れ続け る場合は電子部品を交換

する。

A113 electronics defect ：

電子部品が故障。

ROM の不良。 リ セ ッ ト する。

リ セ ッ ト 後も ア ラームが提示さ

れ続け る場合は電子部品を交換

する。

A114 electronics defect ：

電子部品が故障。

EEPROM の故障。 リ セ ッ ト する。

リ セ ッ ト 後も ア ラームが提示さ

れ続け る場合は電子部品を交換

する。

A115 electronics defect ：

電子部品が故障。

一般的なハード ウ ェ アの問題。 リ セ ッ ト する。

リ セ ッ ト 後も ア ラームが提示さ

れ続け る場合は電子部品を交換

する。

A116 download error ：

ダウ ン ロード ・ エラー。

repeat download ：

ダウ ン ロード をや り 直す。

保存されたデータのチェ ッ クサムが

間違っている。

データのダウ ン ロード を再開す

る。

A121 electronics defect ：

電子部品が故障。

工場出荷時の校正値が存在し ていな

い。 EEPROM の故障。

サービ スに問い合わせる。

W153 initialising - please wait

初期設定中 - 待機し て く

ださい。

電子部品の初期設定。 数秒間待機する。 警告が提示さ

れ続け る場合は、 機器の電源を

オフにし てか ら再びオンにす

る。

A160 checksum error ：

チェ ッ ク サムエラー

general reset & new calibr. 

required ： 

通常の リ セ ッ ト および新

たな調整が必要。

データ を保存でき る前に電源がオフ

にされた。 電磁干渉の問題。

EEPROM の故障。

リ セ ッ ト する。

電磁干渉の問題を取 り 除 く 。

リ セ ッ ト 後も ア ラームが提示さ

れ続け る場合は電子部品を交換

する。

A164 electronics defect ：

電子部品が故障。

ハード ウ ェ アの問題。 リ セ ッ ト する。

リ セ ッ ト 後も ア ラームが提示さ

れ続け る場合は電子部品を交換

する。

A171 electronics defect ：

電子部品が故障。

ハード ウ ェ アの問題。 リ セ ッ ト する。

リ セ ッ ト 後も ア ラームが提示さ

れ続け る場合は電子部品を交換

する。
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A221 Probe pulse deviation from

average values ：

プローブのパルスが平均

値から外れている。

HF モジ ュール と電子部品の間の

HF モジ ュールまたはケーブルの

故障。

HF モジュールの接点をチェ ッ

クする。

エラーが解消されない場合 ：

HF モジュールを交換する。

A241 Broken probe ：

プローブが折れている。

プローブが折れているか、 プローブ

長の値が小さすぎ る。

033 でプローブ長をチェ ッ クす

る。

プローブ自体をチェ ッ クする。

プローブが折れている場合は、

プローブを交換するか、 非接触

系に変更する。

事前にマ ッ ピングを行わずに、 プ

ローブ故障の監視が作動し た。

プローブ故障の監視機能を解除

する、 マ ッ ピングを行い再度監

視機能を始動させる。

A251 Feedthrough ：

フ ィ ード スルー

プロセス フ ィ ード スルー内の接点が

な く なっている。

プロセス フ ィ ード スルーを交換

する。

A261 HF cable defective ：

HF ケーブルの異常。

HF ケーブルに異常があ るか、 HF 

コネ ク タが外れている。

HF コネ ク タ をチェ ッ クする。

異常があ る場合はケーブルを交

換する。

W275 Offset too high ：

オフセ ッ ト が高すぎ る。

電子部品の温度が高すぎ る、 または 

HF モジ ュールの故障。

温度をチェ ッ クする。 故障し て

いる場合は HF モジ ュールを交

換する。

W512 recording of mapping please 

wait ：

マ ッ ピングの記録中。

待機し て く ださい。

マ ッ ピングを実行中。 ア ラームが消え る まで数秒間待

機する。

W601 linearisation ch1 curve not 

monotone ：

リ ニア ラ イゼーシ ョ ン

カーブ （ch1） が単調では

ない。

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンが単調増加し

ていない。

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブル

を修正する。

W611 less than 2 linearisation 

points for channel 1 ：

チャ ンネル 1 の リ ニア ラ

イゼーシ ョ ンポ イ ン ト が 

2 つ未満しかない。

入力された リ ニア ラ イゼーシ ョ ンポ

イ ン ト の数が 2 つ未満しかない。

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブル

を修正する。

W621 simulation ch. 1 on ：

シ ミ ュ レーシ ョ ン （ch. 1） 

がオンになっている。

シ ミ ュ レーシ ョ ンモード が有効に

なっている。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにす

る。

E641 no usable echo channel 1 ：

使用可能な反射がない

（チャ ンネル 1）。

check calibr. ： 調整を

チェ ッ ク し て く だ さい。

アンテナの付着物の付着状況が原因

で反射が失われた。

設備をチェ ッ クする。

アンテナを ク リ ーニングする

（機能説明書を参照）。

W650 Signal/noise ratio too low 

or no echo ：

S/N 比が低すぎ るか、 反

射がない。

信号の ノ イ ズが高すぎ る。 電磁妨害をな く す。

E651 level in safety distance - 

risk of overspill:

レベルが安全距離内に

入っている - 溢れ出しの

危険あ り 。

レベルが安全距離内に入っている。 ア ラームはレベルが安全距離外

に下が り しだい消え る。

A671 linearisation ch1 not 

complete, not usable ：

リ ニア ラ イゼーシ ョ ン

（ch1） が未完了、 使用不

可。

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルが編

集モード になっている。

リ ニア ラ イ ズテーブルを使用可

能にする。

W681 current ch1 out of range ：

電流値 （ch1） が有効範囲

内に入っていない。

電流値が有効範囲内 （3.8 mA ～

20.5 mA） に入っていない。

調整および リ ニア ラ イゼーシ ョ

ンをチェ ッ クする。

コード 説明掲載ページ 予想される原因 対策
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9.3 アプ リ ケーシ ョ ンエラー

エラー 出力 予想される原因 対策

警告またはアラー
ムが発生した。

設定によ って異な る。 エラー メ ッ セージの

表を参照 （65 ペー

ジ）

1. エラー メ ッ セージ の表を参

照 （65 ページ）

" ĝĖġĐğ "；測定値
（00）が不正。

L00-FMP4xxxx-19-00-00-en-019

" ｿｸﾃｲｷｮﾘ " ； 測定距

離 （008） は正しい

か？

" ﾊｲ " ；

はい →
1. " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%） 調整

（005） および " ﾏﾝﾀﾝ 

ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン （スパン）

調整 （006） をチェ ッ クする。

2. " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "； リ ニア ラ イ

ゼーシ ョ ンをチェ ッ クする。

→ " ﾚﾍﾞﾙ / ｱﾚｰｼﾞ " ； レベ

ル ／アレージ （040）

→ "max. ｽｹｰﾙ " ； 最大ス

ケール （046）

→ " ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径

（047）

→ テーブルをチェ ッ ク

" ｲｲｴ " ； いいえ ↓
ノ イ ズ反射が評価さ

れた可能性あ り 。

" ﾊｲ " ；

はい →
1. タ ン ク マ ッ ピ ングを実行する

→ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定

充填、排出時にも
かかわらず測定値
が不変。

L00-FMR2xxxx-19-00-00-en-014

装置、 ノ ズルまたは

アンテナ上の伸長パ

イプ （アンテナ伸長

パーツ） からの ノ イ

ズ反射

1. タ ン ク マ ッ ピ ングを実行する

→ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定

2. 必要に応じ、 プローブの ク

リ ーニングを行 う 。

3. 必要に応じ、 設置位置を変更

する。

電源をオンにした
後の E 641（反射
無し（失信号））

反射が無い（失信号）ことによって機器が 
" ĬĎķĢļ "；ホールドに設定されている場合、
" ĚċĠĶČĖ "；出力はどのような値 / 電流値にでも
設定されます。

初期設定段階での ノ

イ ズレベルが高すぎ

る。

も う 一度 " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%）

調整 （005） をや り 直す。

警告！

確認する前に、 O または S を

押し て、 編集モード に切 り 換え

て く だ さい。

20 mA/100%F m/ft

E m/ft
4 mA/0% t →

D
 m

/ft
 (

00
8)

20 mA/100%

4 mA/0% t →
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エラー 出力 予想される原因 対策

タンクが空の場合
機器がレベルを表
示

L00-FMP4xxxx-19-00-00-en-020

プローブ長が不正 1. タ ン ク が空の場合、 自動プ

ローブ長検出を実行する。

2. タ ン ク が空の場合 （プローブ

カバーな し） プローブ全体に

わたってマ ッ ピングを実行す

る。

測定値が不正（測
定レンジ全体で勾
配エラー）

L00-FMP4xxxx-19-00-00-en-021

タ ン ク特性が不正 LN < 4 m および " ｱﾙﾐﾆｳﾑ ﾀﾝｸ "；

アル ミ ニウ ム タ ン ク のタ ン ク特

性を選択

→ 調整不可能

→ 選択

→ 標準を選択

→ し きい値が高すぎ る

測定物特性が不正 下位の測定物特性を選択する

20 mA/100%

4 mA/0% t

20 mA/100%

4 mA/0% t

2.) 

1.) 



レベルフ レ ッ ク ス M FMP 41C 4 ～ 20 mA HART ト ラ ブルシューテ ィ ング

エン ド レスハウザー ジャパン 69

9.4 スペアパーツ

お使いの機器のスペアパーツについてはウ ェブサイ ト （www.endress.com）でお知らせし ています。
スペアパーツに関する情報には以下の手順に従ってア ク セス し て く ださい。

1. "www.endress.com" にア ク セス し、 国を選択し ます。

2. " 機器 " を ク リ ッ ク し ます。

3. " 製品名 " の入力欄にお使いの製品名を入力し ます。

4. 機器を選択し ます。

5. " ア ク セサ リ / スペアパーツ " のタブを選択し ます。

6. 必要なスペアパーツを選択し ます （画面右側には概略図が表示）。

スペアパーツを注文する と きは、 型式銘板上の装置名称を提示し て く ださい。 スペアパーツには
必要に応じ て交換のための説明書が付属し ます。
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9.5 返却

修理または校正のために伝送器をエン ド レ スハウザー社に返却する前には、 以下の処置を行 う 必
要があ り ます ：
• 付着し ている残留物はすべて取 り 除いて く ださ い。 特に、 液体が残っている可能性のあ るガ

ス ケ ッ ト の溝および割れ目には注意し て く ださ い。 これは、 腐食性のあ る液体、 有毒な液体、
発ガン性のあ る液体および放射性のあ る液体などの健康に害のあ る液体の場合に特に重要で
す。

• 必要事項を適切に記入し、 「洗浄証明書」 （取扱説明書の巻頭の 「洗浄証明書」 のコ ピー） を必

ず同封し て く ださい。
これで、 エン ド レ スハウザー社では返品された機器を輸送、 検査、 修理するだけで済みます。

• 必要に応じ て特別な処理説明書、

例えば EN 91/155/EEC によ る安全に関するデータ シー ト 、 を同封し て下さい。

さ らに以下について明記し ます ：
• 用途の正確な説明

• 製品の科学的、 物理的特性

• 発生し たエラーの簡単な説明 （可能であればエラーコード も記載）

• 必要に応じ て、 エラーコード

9.6 廃棄

処分の際は、 材質別にコ ンポーネン ト を個別に分けて く ださい。

9.7 ソ フ ト ウ ェ アの履歴

ソフトウェアの
バージョン／日付

ソフトウェアの変更点 説明書 機能説明書の記述

04.2002 01.02.00 オ リ ジナルのソ フ ト ウ ェ ア

操作手段 ：

- ToF Tool

- Commuwin II （バージ ョ ン 2.08-1 ア ッ プデー ト  

C 以降）

- HART- コ ミ ュ ニケーター DXR375 改訂 1、 DD 1

BA276F

52021033

BA245F

52011936

08.2003 01.02.02 • 機能グループ ： 反射波形表示

• カ タ カナ （日本語）

• 電流ターンダウ ン （HART のみ）

• カ ス タマー･タ ン ク･マ ッ ピングの編集が可能

操作手段 ：

- ToF Tool

- Commuwin II （バージ ョ ン 2.08-1 ア ッ プデー ト  

C 以降）

- HART コ ミ ュニケータ 375 （改訂 1、 DD 1）

BA245F

52021033

----

07.2004 01.02.04 • " マ ッ ピング開始 " 機能の改善

• プローブ終端部の測定精度の仕様

BA276F

52021033

BA276F

52021033

BA245F

52011936

BA245F

52011936

01.2005 01.02.06 " 反射の消失 " 機能の改善 ---- ----

03.2006 01.04.00 • " 検出ウ ィ ン ド ウ " 機能

• 機能の説明

• 操作 メ ニ ューの拡張

BA276F

52021033

BA276F

52021033

BA276F

71074801

BA00276F

71120286

BA245F

52011936
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9.8 エン ド レスハウザー社へのお問い合わせ

問い合わせア ド レ スについては、 ホームページ "www.endress.com/worldwide" を参照し て く だ さ
い。 ご質問については、 エン ド レ スハウザー社の代理店に遠慮な く お問い合わせ く ださい。
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10 技術データ

10.1 追加の技術データ

10.1.1 入力

計測値 計測値は測定相違点 および測定対象物表面と の距離にな り ます （12 ページの図を参照）。 ゼロ点
に空の距離 「E」 （37 ページの図を参照） を入力し た と 仮定し て、 レベルが計算されます。 あ る
いは、 レベルは リ ニア ラ イゼーシ ョ ン （32 点） によ って他の変数 （体積、 質量） に変換されます。

10.1.2 出力

出力信号 HART プロ ト コルで 4 ～ 20 mA （反転可能）

アラーム信号 エラー情報は、 以下のイ ン ターフ ェース を介し て得る こ と ができ ます。
• 機器本体デ ィ スプレ イ ：

- エラーシンボル （29 ページ）
- シンプルなテキス ト 表示

• 電流値、 エラー時の信号を選択でき ます。 （例えば NAMUR 推奨基準 NE43 に従 う ）

• デジ タルイ ン ターフ ェース

リ ニアラ イゼーシ ョ ン レベルフ レ ッ ク ス M リ ニア ラ イゼーシ ョ ン機能を使用すれば、 測定し た値を、 必要な長さや体
積の単位と質量または % に変換でき ます。 枕型タ ン ク内の体積計算については、 事前にプロ グ ラ
ム された リ ニア ラ イ ズテーブルが用意されています。 手動形式または半自動形式で、 最大 32 個
の値ペアか ら他のテーブルに入力でき ます。 リ ニア ラ イ ズテーブルの作成には、 特に FieldCare
を使用する と便利です。
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10.1.3 性能特性

リ フ ァ レンス作動条件 • 温度 = +20 °C （68 °F） ± 5 °C （9 °F）

• 圧力 = 101.3 kPa （絶対圧） （14.7 psia） ± 2 kPa （0.3 psi）

• 湿度 = 65 % ± 20 %

• 反射フ ァ ク タ ≥ 0.8 （コ アキシャルプローブの場合は水の表面、 ロ ッ ド プローブおよびロープ

プローブの場合は、 最低 1 m ∅ の金属板）

• ロ ッ ド プローブおよびローププローブのフ ラ ンジは ≥ 30 cm ∅
• 障害物までの距離 ≥ 1 m

最大計測誤差 機能グループ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定 （00） から開始、 → 39 ページ

分解能 • デジ タル ： 1 mm

• アナロ グ ： 測定レ ンジに対し 0.03% 

応答時間 応答時間は、 構成によ って違ってき ます。
• 最短時間 ：

• 2 線式タ イプ ： 1 秒 

• 4 線式タ イプ ： 0.7 秒 

周囲温度の影響 測定は、 EN 61298-3 に従って実施されています。
• デジ タル出力 ：

- 平均 TK ： 0.6 mm/10 K、 温度範囲 -40 ℃ ～ +80 ℃全体で最大± 3.5 mm

2 線式：
• 電流出力 （スパン 16mA に対し ての追加誤差）

- ゼロ点（4 mA）
平均 TK ： 0.032％／ 10 K、 温度範囲 - 40 ℃ ～ +80 ℃ 全体で最大± 0.35 %

- スパン（20 mA）
平均 TK ： 0.05％／ 10 K、 温度範囲 - 40 ℃ ～ +80 ℃ 全体で最大± 0.5 %

4 線式：
• 電流出力 （スパン 16mA に対し ての追加誤差）

- ゼロ点（4 mA）
平均 TK ： 0.02％／ 10 K、 温度範囲 - 40 ℃ ～ +80 ℃ 全体で最大± 0.29 %

- スパン（20 mA）
平均 TK ： 0.06％／ 10 K、 温度範囲 - 40 ℃ ～ +80 ℃ 全体で最大± 0.89 %
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10.1.4 動作条件 / 機器周囲環境

機器周囲温度 伝送器に対する周囲温度 ： -40 ℃ ～ +80 ℃。 機能上 LCD デ ィ スプレ イは Ta < -20 ℃ および
Ta > +60 ℃内のみでしか使用でき ません。 屋外での測定には機器を直射日光から守る ため日よけ
カバーをご使用 く ださい。

限界周囲温度 プロセス接続で温度が 80 ℃を超え る場合、 許容周囲温度が以下の図に従って下が り ます （温度
デ ィ レーテ ィ ング） ：

L00-FMP41xxx-05-00-00-en-001

保存温度 -40 ℃ ～ +80 ℃

気候ク ラス DIN EN 60068-2-38 （テス ト  Z/AD）

耐振動性 DIN EN 60068-2-64 / IEC 68-2-64: 20 ～ 2000 Hz、 1 （m/s2） 2/Hz

プローブの洗浄 アプ リ ケーシ ョ ンによ っては、 汚れや付着物がプローブに堆積し ます。 薄い平ら な層でも測定に
若干影響を及ぼし ます。 厚い場合は、 信号が減衰し、 測定レ ンジが減少し ます。 大き なでこぼこ
し た堆積物、 例えば、 結晶化によ る付着物があ る と、 測定が不正確になる こ と があ り ます。 この
よ う な場合、 非接触型の測定方法を採用するか、 定期的にプローブの付着物を検査される こ と を
推奨いた し ます。

電磁適合性 （EMC） 電磁適合性は、 EN 61326 および NAMUR 推奨基準 EMC （NE21） に準拠し ています。 詳細は 「適
合性の宣言」 に記し てあ り ます。 アナロ グ信号だけを使用する場合には標準的な取 り 付けケーブ
ルで十分です。

金属タ ン クおよびコ ン ク リ ー ト タ ン ク にプローブを設置する場合、 あ るいはコ アキシャルプロー
ブを使用する場合
• 干渉波の放出は EN 61326 - x シ リ ーズに準拠 ： electrical equipment Class B

• 干渉波の適合性は EN 61326 - x シ リ ーズに準拠 ： 工業分野および NAMUR 推奨基準 NE21

（EMC） の必要条件

ロ ッ ド と プローブが、 シール ド / 金属壁がな く （例 ： プラ スチッ ク製や木製）、 強い磁場が存在
する環境に設置されている場合、 測定値は影響を受ける こ と があ り ます。
• 干渉波の放出は EN 61326 - x シ リ ーズに準拠 ： electrical equipment Class A

• 干渉波の適合性 ： 強い磁場によ り 、 測定値は影響を受けます

°

°

°

°
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10.1.5 動作条件 / プロセス

プロセス温度範囲 プロセス接続部 （測定ポイ ン ト の図を参照） での最高許容温度は使用するプロセス接続によ り 決
定されます。

FMP41C E+H アダプタ （43 mm） の場合 ： 0 °C ～ +150 °C （32 °F ～ +302 °F）
ロ ッ ド プローブの横向き荷重ベア リ ング容量 ： 30 Nm

プロセス圧力の限界 選択し たプロセス接続によ り 、 図に示し た値よ り 低 く なる場合があ り ます。 圧力レー ト （PN） は
リ フ ァ レン ス温度 20 °C でのフ ラ ンジ （ASME フ ラ ンジでは 100 °F） における仕様です。 圧力 /
温度の依存関係に注意し て く ださい。

高温度の許容圧力値については、 次の基準を参照し て く ださい。
• EN 1092-1 ： 2001 Tab.18

温度の安定性特性について、材質 1.4404 と  1.4435 は EN 1092-1 Tab. 18 の 13E0 に分類されて
います。 2 つの材質の化学成分は同じです。

• ASME B 16.5a - 1998 Tab. 2-2.2 F316

• ASME B 16.5a - 1998 Tab. 2.3.8 N10276

• JIS B 2220

全モデル ： 負圧は最大で -0.1 ～ 4 MPa （585.9psi） （温度レ ンジ全体）

以下を備えた FMP41C
• E+H ユニバーサルアダプタ付き ： 最大 0.6 MPa （87 psi）

• ト リ ク ラ ンプについては下表を参照

比誘電率 • ロ ッ ド プローブおよびローププローブ ： ε r ≥ 1.6

最低温度 最高温度

-40°C [-40 °F] +200°C [392 °F]

バージョン 圧力（MPa/psi）

TCK ト リ ク ラ ンプ ISO2852 1-1/2"、 PTFE > SUS 316L 相当 16 （232）

TDK ト リ ク ラ ンプ ISO2852 2"、 PTFE > SUS 316L 相当 16 （232）

TFK ト リ ク ラ ンプ ISO2852 3"、 PTFE > SUS 316L 相当 10 （145）

TJK ト リ ク ラ ンプ ISO2852 1-1/2"、 PTFE > SUS 316L 相当、 3A EHEDG 16 （232）

TLK ト リ ク ラ ンプ ISO2852 2"、 PTFE > SUS 316L 相当、 3A EHEDG 16 （232）

TNK ト リ ク ラ ンプ ISO2852 3"、 PTFE > SUS 316L 相当、 3A EHEDG 10 （145）
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10.1.6 機械構造

材質 TI00386F の 「材質 （プロセス と接し ていない）」 と 「材質 （プロセス と接し ている）」 を参照

プローブ長の許容差

質量

ロッドプローブ ローププローブ

超過（m / ft） 1 （3.2） 3 （9.8） 6 （20 ） 1 （3.2） 3 （9.8） 6 （20）

最大（m / ft） 1 （3.2） 3 （9.8） 6 （20） 1 （3.2） 3 （9.8） 6 （20）

許容誤差
（mm / inch）

- 5 

（- 0.2）

- 10 

- 0.4)

- 20 

（- 0.8）

- 30 

（- 1.2）

- 10 

（- 0.4）

- 20 

（- 0.8）

- 30

（- 1.2）

- 40 

（- 1.6）

レベルフレックス M FMP41C + ロッドプローブ FMP41C + ローププローブ 

F12 または T12 ハウ ジングの質量 約 3.5 kg + 約 1.1 kg/m、

プローブ長 + フ ラ ンジ質量 

約 3.5 kg + 約 0.5 kg/m、

プローブ長＋フ ラ ンジ質量

F23 ハウ ジングの質量 約 6.8 kg + 約 1.1 kg/m、

プローブ長＋フ ラ ンジ質量 

約 6.8 kg + 約 0.5 kg/m、

プローブ長＋フ ラ ンジ質量 
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10.1.7 証明と認定

CE 認定 計測システムは EC ガ イ ド ラ イ ンの法的要求に準拠し ています。 関連の 「EC 適合性の宣言」 に
リ ス ト されていますが、 同時に規格に適応し ています。 エン ド レ スハウザー社は機器が要求され
たテス ト に合格し た事を本体の CE マーク によ り 示し ています。

Ex 承認 機器は防爆エ リ アで使用する よ う 認証さ れています。 型式銘板に安全注意事項が記さ れていま
す。
• ヨーロ ッパ ： EC タ イプ検査証明書、 安全注意事項 （XA）

• USA ： FM 承認、 制御図

• カナダ ： 互換性の CSA 証明書、 制御図

• 中国 ： NEPSI 防爆適合宣言、 安全注意事項 （XA）

• 日本 ： Ex 機器の TIIS 証明書

証明書 （XA、 ZD、 ZE） と機器と の相関関係 ：

* 準備中
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ハイジ ェ ニ ッ ク プロセス
への適合性

! 注意 ! 
ギ ャ ッ プフ リ ー接続は、 通常の洗浄方法で残留物を除去する こ と ができ ます。

レベルフ レ ッ ク ス M の多 く の仕様は、3A- サニ タ リ ス タ ンダード No. 74 の基準を満た し てお り 、
弊社は 3A シンボル添付によ り これを保証し ます。

オーバースピル 
プロテ ク シ ョ ン

WHG " 型式 " （→ 6 ページ） をご覧 く ださい （ZE00256F/00/DE 参照）。
SIL 2、 4 ～ 20 mA 出力信号 （SD00174F/00/EN " 機能安全マニュ アル " 参照）。

電気通信 FCC Part 15 に従 う 。 すべてのプローブは Class A デジタル機器の要求事項を遵守し ています。
これに加えて、 金属タ ン ク内のプローブはすべて、 "Class B Digital Device" の要件に対応し てい
ます。

外部規格と ガイ ド ラ イ ン ヨーロ ッパ指令と基準は、 関連の EC 「適合性の宣言」 から適用でき ます。 レベルフ レ ッ ク ス M
には以下も適用されます。

EN 60529
ハウジングの保護等級 （IP コード）

NAMUR - 化学工業 ・ 測定制御基準委員会
• NE21

産業プロセス と ラ ボ用制御装置の電磁適合性 （EMC）
• NE43

デジ タル変換器障害情報に関する信号レベルの標準化

10.1.8 関連ド キュ メ ン ト

関連 ド キュ メ ン ト 関連ド キ ュ メ ン ト は、 www.endress.com の製品ページに掲載されています。
• 技術仕様書 （TI00386F）

• 安全マニュ アル " 機能安全ハン ド ブ ッ ク " （SD00174F）

• 証明書 "Allgemeine bauaufsichtliche Zulassung" （ド イ ツ構造工学研究所によ る認定）

（ZE00256F/00/DE）
• 取扱説明書 （KA01041F）

承認 さ れたプ ロ セ ス接続の概要につい
ては → 6 ページ参照

TYPE EL
June 2004

74 -74 -
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11 付録

11.1 HART （表示モジュール） の操作メ ニュー

L00-FMP4xxxx-19-00-01-en-002

MIN -10% 3.6mA

hold; 

MAX 110% 22mA

DK: 1.4 … 1.6
DK: 1.6 … 1.9
DK: 1.9 … 2.5
DK: 2.5 … 4
DK: 4 … 7
DK: > 7

.

!

4000

01

00

010

002

030

011

003

012

004

013

005

014

03 031

032 033

033

034

No.

4 mA 20 mA 

D

No.

+ SW-No. 

x
x.x
x.xx
x.xxx

No.

 050

060

0E1

0A0

0C0

041

008

061

0E2

092

0A1

042

043

043

044
045

042

042

051

062

093

0A2

0C2

052

054

063

0A3

045

053

055

064

095

0A4

0C4

04

05

06

0E

09

0A

0C

10

094

1/16

 030 034

068 069

040
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L00-FMP4xxxx-19-00-02-en-002

D

german WHG

.
D

015

008

016

051

017 018

052 053006 008

019

D

, 

008

065

096

0A5

0C5

046

046

056

066

097

0A6

0C8

047

057

067

058

0A8

059
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11.2 特許

本製品は、 次に リ ス ト し た少な く と も 1 つの商標によ って保護されています。
これら以外にも申請中の特許があ り ます。
• US 5,661,251 i EP 0 780 664

• US 5,827,985 i EP 0 780 664

• US 5,884,231 i EP 0 780 665

• US 5,973,637 i EP 0 928 974





■仙台サービス
〒 981-3125  仙台市泉区みずほ台 12-5

Tel.022(371)2511  Fax. 022(371)2514

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 745-0814 周南市鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0923 新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 461-0034 名古屋市東区豊前町 2-28-1

Tel. 052(930)5300　Fax. 052(937)1180

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054 市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

BA00276F/33/JA/13.10
 

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部サービスデスク
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

03.12/ マーコムグループ
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